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特集
第20回健康づくり推進員大会

地域における実践活動の
発表を通してより効果的な
健康づくりの推進に役立てる

認知症支援体制事業（錦江町）
認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

今月の標語
知事賞　第31回 「健康増進月間」 作文・標語コンクール受賞作品より

鹿児島市立福平小学校１年
山根 慎之助さん

あさひあび  めざめろ  げんきちゅうにゅうだ

特集

Fe

ature

この標語を作ったきっかけは、あさひには、げんきになるちからが、いっぱいはいって
いるからです。

作品を作った
きっかけ

国保健康体操 「水戸黄門 体操」 04
みんなで健康!

02分42秒
構成：山本良江

パソコン・スマホからご覧いただけます
国保健康体操「水戸黄門 体操」へGo!

（※椅子に座った状態です。）
拳を握り、軽く膝を叩きます。1

市町村の取り組み

合同会社保健指導センター南城  センター長 井上 優子
ライフサイクルで生活習慣病予防を考える

保健師の目線

身体は動かさないと、筋肉も関節もどんどん固くなります。できるだけ動かす努力をしましょう。
さあ、水戸黄門様になりきって、身体を伸びやかに動かしましょう。

POINT

両手を伸ばして手拍子です。2 拳を膝においてから
肩の前に上げて、
握り、
開く。

3
4へ

上を見上げて上体を起こし
手で空中に半円を描きます。4 左の手首をつかみ、

前に持ち上げ、
両手で押すように
上体を前方にひねります。

5 右の手首をつかみ、
前に持ち上げ、
両手で押すように
上体を前方にひねります。

6
7へ

上体を前に倒し力を抜きます。
両手を上げて上体を起こし
力強く足踏みします。

7 1～7の動作を、繰り返します。8 おじぎをして終わりましょう。9
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地
域
に
お
け
る
実
践
活
動
の
発
表
を
通
し
て

よ
り
効
果
的
な
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
役
立
て
る

　開
会
に
当
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本
会
の
本
田

修一理
事
長
が
「
厚
生
労
働
省
は
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要
介

護
状
態
と
なって
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
住

ま
い
・
医
療
・
予
防
・
生
活
支
援
が一体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
本
県
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
等
の
治
療
を
し
っ

か
り
行
い
、
脳
卒
中
や
人
工
透
析
の
重
症
化
の
予
防
が

大
き
な
課
題
だ
と
言
え
る
。
現
在
の
少
子
・
超
高
齢
社

会
に
お
い
て
は
、『
生
活
習
慣
病
の
発
症

予
防
や
早
期
発
見
に
よ
り
重
症
化
予
防

を
行
い
、
住
民
の
方
々
が
健
や
か
に
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
』
が

重
要
と
な
り
、
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
てい

る
皆
様
方への
期
待
は
益
々
大
き
く
なって

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　続
い
て
、
鹿
児
島
県
保
健
福
祉
部
の
藤

本
徳
昭
部
長
は
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
に
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
皆
様
の
活
動
が
非
常
に
効
果
的
で
あ

り
、
本
日
の
大
会
を
契
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
実
践
者

と
し
て
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

に一層
の
御
協
力
を
賜
り
た
い
」と
述
べた
。

　あ
い
さ
つ
の
後
、
健
康
に
対
す
る
意
識

向
上
を
図
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
健
康
増
進
月
間
」
作
文
・
標
語
コン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
も

体
験
に
基
づい
た
健
康
に
関
す
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
県
下
の
小
・
中
・
高
校
生
や

一
般
の
方
々
か
ら
作
文
３
４
３
点
、
標
語

８
７
６
２
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今

回
は
そ
の
中
か
ら
県
知
事
賞
に
10
作
品
、

国
保
連
合
会
理
事
長
賞
に
10
作
品
、
入

賞
に
20
作
品
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
学
校

賞
に
は
鹿
児
島
市
立
福
平
小
学
校
ほ
か

２
校
が
決
定
。
表
彰
式
に
は
、
知
事
賞

及
び
理
事
長
賞
、
学
校
賞
に
輝
い
た
19

人
が
出
席
し
、
表
彰
を
受
け
た
。

　標
語
の
部
で
は
、
受
賞
者
が
作
品
を

作
っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
し
、
知

事
賞
を
受
賞
し
た
福
平
小
学
校
１
年
の

山
根
慎
之
助
さ
ん
は
「
あ
さ
ひ
に
は
、

元
気
に
な
る
力
が
いっ
ぱ
い
入
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
標
語
を
作
り
ま
し
た
」
と
発

表
し
た
。

　そ
の
後
、
作
文
の
部
で
知
事
賞
を
受

賞
し
た
安
楽
小
学
校
２
年
の
永
吉
千
愛

さ
ん
、
青
戸
小
学
校
６
年
の
飯
伏
夢
さ

ん
、
伊
集
院
高
校
３
年
の
落
合
菜
央
さ

ん
、一
般
の
宇
宿
ア
ヤ
子
さ
ん
が
受
賞
者

を
代
表
し
て
朗
読
し
た
（
５
〜
７
ペー
ジ

参
照
）。

　ま
た
、
全
作
品
の
審
査
に
協
力
い
た

だ
い
た
鹿
児
島
作
文
研
究
会
の
片
山一郎

会
長
が
、
朗
読
さ
れ
た
作
文
等
に
つ
い
て

講
評
し
（
５
〜
７
ペ
ー
ジ
参
照
）、
表
彰

式
を
締
め
く
くっ
た
。

　続
い
て
、
本
会
が
作
成
し
た
「
国
保

健
康
体
操
」
を
鹿
児
島
レ
ク
リ
エ
ー
ション

協
会
の
山
本
良
江
理
事
の
指
導
の
も
と

に
、
参
加
者
全
員
で
体
操
し
た
後
、
こ

れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
活
動
に

対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
、

西
之
表
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協

議
会
と
曽
於
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
が
選
ば
れ
、
表
彰
を
受
け
た
。

（
受
賞
団
体
は
３
ペー
ジ
）

　ま
た
、
健
康
の
保
持
増
進
に
取
り
組

ま
れ
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
や
ボ

ラ
ン
ティ
ア
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
方
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
今
年
度
は
西

之
表
市
の
江
口
ス
ワ
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、

表
彰
を
受
け
た
。
江
口
さ
ん
は
、
昭
和

46
年
か
ら
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、

若
い
人
へ
種
子
島
の
郷
土
料
理
の
「
つ
の

ま
き
」
等
の
指
導
、
高
齢
者
体
操
教
室

で
ボ
ラ
ン
ティ
ア
支
援
員
と
し
て
、
教
室

の
準
備
や
進
行
等
の
サ
ポ
ー
ト
、
西
之

表
市
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
、

健
康
で
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
や
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
「
い
き
ぬ
き
会
」
の
支
援
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

　表
彰
を
受
け
た
江
口
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
の
残
さ
れ
た
人
生
を
こ
の
賞
を
糧

に
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
、
西
之
表

市
の
た
め
に一
生
懸
命
頑
張
っ
て
行
き
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　午
後
か
ら
は
、
各
地
域
で
取
り
組
ん

で
い
る
健
康
づ
く
り
の
活
動
報
告
が
始

ま
っ
た
。
今
回
は
２
つ
の
発
表
が
行
わ
れ
、

ま
ず
、
曽
於
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
が
、「
我
が
町
の
健
康
づ
く
り

は
食
べ
て
動
い
て
笑
っ
て
」
と
題
し
、
２
つ

の
寸
劇
と
音
楽
体
操
を
披
露
し
た
。
切
っ

た
野
菜
し
か
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

「
さ
わ
っ
て
」「
食
べ
る
」
等
丸
ご
と
野
菜

を
体
験
し
て
も
ら
う
学
校
給
食
に
関
す

る
内
容
と
保
健
指
導
対
象
者
の
お
宅
に
、

食
生
活
改
善
推
進
員
が
味
噌
汁
の
塩
分

濃
度
を
測
り
に
く
る
生
活
習
慣
病
予
防

に
関
す
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く
、
か
つ

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
披
露
し
、
会
場
に
は

住
民
が
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
が
重
要
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笑
い
声
が
響
き
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
お
そ

ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
身
を
包
ん
だ
推
進
員

が
舞
台
を
埋
め
尽
く
す
と
、「
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
」
体
操
を
披
露
し
、
参
加
者

も一緒
に
な
っ
て
体
を
動
か
し
、
会
場
は一

体
感
に
包
ま
れ
た
。

　次
に
、
発
表
し
た
の
は
、
西
之
表
市

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
。
新

藤
久
美
子
会
長
が
、
協
議
会
の
あ
ゆ
み

や
各
世
代
に
合
わ
せ
た
食
育
の
推
進
と

普
及
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

発
表
し
た
新
藤
会
長
は
、「
１
市
２
町
で

連
携
し
、
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
『
う
ん
ま

か
え
』
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
本
を
通

じ
て
種
子
島
の
郷
土
料
理
が
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
『
う
ん
ま
か
え
』（
お
い

し
い
な
）
が
島
いっ
ぱ
い
に
広
が
れ
ば
い
い

な
と
思
い
、
今
後
も
そ
の
趣
旨
を
継
続
し

てい
き
た
い
」
と
今
後
の
意
欲
を
み
せ
た
。

　引
き
続
き
、
ミ
ュン
ヘン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
金
メ
ダ
リ

ス
ト
で
、
鹿
屋
体
育
大
学
名
誉
教
授
の

田
口
信
教
氏
が
「
金
メ
ダ
ル
の
壁
〜
運
動

の
魅
力
と
心
身
の
健
康
〜
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。
田
口
氏
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
育
つ
の
か
、
金
メ
ダ

ル
を
取
り
、
取
ら
せ
た
人
間
が
話
す
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
と
世
界
新
記
録
を
作
る

技
の
秘
訣
、
本
に
は
書
け
な
いコ
ツ
、
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
す
た
め
の
必
須
条

件
な
ど
を
解
説
。
金
メ
ダ
リ
ス
ト
への
道

で
何
を
考
え
、
ま
た
そ
こ
で
実
際
に
何

が
起
き
て
い
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

壁
が
あ
る
の
か
。
考
え
方
や
見
方
、
自

ら
が
考
え
る
ア
ス
リ
ー
ト
哲
学
、
金
メ
ダ

ルへの
執
念
な
ど
を
科
学
の
視
点
か
ら
論

理
的
に
展
開
し
、
事
例
を
元
に
分
か
り

や
す
く
、
運
動
の
魅
力
と
心
身
の
健
康

に
つい
て
紹
介
し
た
。

　田
口
氏
な
ら
で
は
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で

終
始
笑
い
声
が
響
く
中
、
自
身
の
体
験

か
ら
得
た
「
金
メ
ダ
ル
の
壁
」
を
超
え
る

た
め
の
秘
訣
が
詰
ま
っ
た
講
演
と
な
っ
た
。

　地
域
で
の
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
る
健
康
づ
く
り
推
進
員
。
そ
れ

ぞ
れ
が
培
っ
た
豊
か
な
経
験
を
共
有
し
、

学
び
合
う
こ
と
で
、
次
代
の
担
い
手
を
育

成
し
つつ
、
住
民
の
健
康
を
保
持
し
続
け

て
いっ
て
も
ら
い
た
い
。

「今後も地域に根ざした活動に協力を」
と話す県保健福祉部の藤本徳昭部長

「健康づくり推進員への期待は大き
い」と話す本会の本田修一理事長

「きよしのズンドコ節」体操を披露する曽於市食生活改善推進員連絡協議会のみなさん

　
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
10
月
27
日
、
第
20
回

健
康
づ
く
り
推
進
員
大
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
大
会

は
地
域
に
お
け
る
保
健
事
業
活
動
の
担
い
手
と
な
る

健
康
づ
く
り
推
進
員
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
各
地

域
で
の
実
践
活
動
の
発
表
を
通
し
て
さ
ら
な
る
組
織

化
を
図
り
、
よ
り
効
果
的
な
保
健
事
業
の
推
進
と

地
域
住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
年
も
県
内
各
地

か
ら
健
康
づ
く
り
推
進
員
や
在
宅
保
健
師
、
看
護

師
、
市
町
村
の
関
係
職
員
等
約
６
０
０
人
が
一堂
に

会
し
、
健
康
づ
く
り
の
活
動
発
表
や
特
別
講
演
、
ま

た
、「
健
康
増
進
月
間
」
作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
や
健
や
か
人
生
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
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　開
会
に
当
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本
会
の
本
田

修一理
事
長
が
「
厚
生
労
働
省
は
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要
介

護
状
態
と
なって
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
住

ま
い
・
医
療
・
予
防
・
生
活
支
援
が一体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
本
県
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
等
の
治
療
を
し
っ

か
り
行
い
、
脳
卒
中
や
人
工
透
析
の
重
症
化
の
予
防
が

大
き
な
課
題
だ
と
言
え
る
。
現
在
の
少
子
・
超
高
齢
社

会
に
お
い
て
は
、『
生
活
習
慣
病
の
発
症

予
防
や
早
期
発
見
に
よ
り
重
症
化
予
防

を
行
い
、
住
民
の
方
々
が
健
や
か
に
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
』
が

重
要
と
な
り
、
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
てい

る
皆
様
方への
期
待
は
益
々
大
き
く
なって

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　続
い
て
、
鹿
児
島
県
保
健
福
祉
部
の
藤

本
徳
昭
部
長
は
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
に
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
皆
様
の
活
動
が
非
常
に
効
果
的
で
あ

り
、
本
日
の
大
会
を
契
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
実
践
者

と
し
て
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

に一層
の
御
協
力
を
賜
り
た
い
」と
述
べた
。

　あ
い
さ
つ
の
後
、
健
康
に
対
す
る
意
識

向
上
を
図
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
健
康
増
進
月
間
」
作
文
・
標
語
コン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
も

体
験
に
基
づい
た
健
康
に
関
す
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
県
下
の
小
・
中
・
高
校
生
や

一
般
の
方
々
か
ら
作
文
３
４
３
点
、
標
語

８
７
６
２
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今

回
は
そ
の
中
か
ら
県
知
事
賞
に
10
作
品
、

国
保
連
合
会
理
事
長
賞
に
10
作
品
、
入

賞
に
20
作
品
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
学
校

賞
に
は
鹿
児
島
市
立
福
平
小
学
校
ほ
か

２
校
が
決
定
。
表
彰
式
に
は
、
知
事
賞

及
び
理
事
長
賞
、
学
校
賞
に
輝
い
た
19

人
が
出
席
し
、
表
彰
を
受
け
た
。

　標
語
の
部
で
は
、
受
賞
者
が
作
品
を

作
っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
し
、
知

事
賞
を
受
賞
し
た
福
平
小
学
校
１
年
の

山
根
慎
之
助
さ
ん
は
「
あ
さ
ひ
に
は
、

元
気
に
な
る
力
が
いっ
ぱ
い
入
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
標
語
を
作
り
ま
し
た
」
と
発

表
し
た
。

　そ
の
後
、
作
文
の
部
で
知
事
賞
を
受

賞
し
た
安
楽
小
学
校
２
年
の
永
吉
千
愛

さ
ん
、
青
戸
小
学
校
６
年
の
飯
伏
夢
さ

ん
、
伊
集
院
高
校
３
年
の
落
合
菜
央
さ

ん
、一
般
の
宇
宿
ア
ヤ
子
さ
ん
が
受
賞
者

を
代
表
し
て
朗
読
し
た
（
５
〜
７
ペー
ジ

参
照
）。

　ま
た
、
全
作
品
の
審
査
に
協
力
い
た

だ
い
た
鹿
児
島
作
文
研
究
会
の
片
山一郎

会
長
が
、
朗
読
さ
れ
た
作
文
等
に
つ
い
て

講
評
し
（
５
〜
７
ペ
ー
ジ
参
照
）、
表
彰

式
を
締
め
く
くっ
た
。

　続
い
て
、
本
会
が
作
成
し
た
「
国
保

健
康
体
操
」
を
鹿
児
島
レ
ク
リ
エ
ー
ション

協
会
の
山
本
良
江
理
事
の
指
導
の
も
と

に
、
参
加
者
全
員
で
体
操
し
た
後
、
こ

れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
活
動
に

対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
、

西
之
表
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協

議
会
と
曽
於
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
が
選
ば
れ
、
表
彰
を
受
け
た
。

（
受
賞
団
体
は
３
ペー
ジ
）

　ま
た
、
健
康
の
保
持
増
進
に
取
り
組

ま
れ
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
や
ボ

ラ
ン
ティ
ア
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
方
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
今
年
度
は
西

之
表
市
の
江
口
ス
ワ
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、

表
彰
を
受
け
た
。
江
口
さ
ん
は
、
昭
和

46
年
か
ら
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、

若
い
人
へ
種
子
島
の
郷
土
料
理
の
「
つ
の

ま
き
」
等
の
指
導
、
高
齢
者
体
操
教
室

で
ボ
ラ
ン
ティ
ア
支
援
員
と
し
て
、
教
室

の
準
備
や
進
行
等
の
サ
ポ
ー
ト
、
西
之

表
市
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
、

健
康
で
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
や
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
「
い
き
ぬ
き
会
」
の
支
援
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

　表
彰
を
受
け
た
江
口
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
の
残
さ
れ
た
人
生
を
こ
の
賞
を
糧

に
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
、
西
之
表

市
の
た
め
に一
生
懸
命
頑
張
っ
て
行
き
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　午
後
か
ら
は
、
各
地
域
で
取
り
組
ん

で
い
る
健
康
づ
く
り
の
活
動
報
告
が
始

ま
っ
た
。
今
回
は
２
つ
の
発
表
が
行
わ
れ
、

ま
ず
、
曽
於
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
が
、「
我
が
町
の
健
康
づ
く
り

は
食
べ
て
動
い
て
笑
っ
て
」
と
題
し
、
２
つ

の
寸
劇
と
音
楽
体
操
を
披
露
し
た
。
切
っ

た
野
菜
し
か
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

「
さ
わ
っ
て
」「
食
べ
る
」
等
丸
ご
と
野
菜

を
体
験
し
て
も
ら
う
学
校
給
食
に
関
す

る
内
容
と
保
健
指
導
対
象
者
の
お
宅
に
、

食
生
活
改
善
推
進
員
が
味
噌
汁
の
塩
分

濃
度
を
測
り
に
く
る
生
活
習
慣
病
予
防

に
関
す
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く
、
か
つ

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
披
露
し
、
会
場
に
は

作
文
・
標
語
合
せ
て
９
１
０
５
点

も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
貢
献
を

た
た
え
団
体
と
個
人
を
表
彰

地
域
住
民
の
元
気
の
た
め
に

食
育
の
推
進
と
啓
発
活
動
に
励
む

笑
い
声
が
響
き
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
お
そ

ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
身
を
包
ん
だ
推
進
員

が
舞
台
を
埋
め
尽
く
す
と
、「
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
」
体
操
を
披
露
し
、
参
加
者

も一緒
に
な
っ
て
体
を
動
か
し
、
会
場
は一

体
感
に
包
ま
れ
た
。

　次
に
、
発
表
し
た
の
は
、
西
之
表
市

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
。
新

藤
久
美
子
会
長
が
、
協
議
会
の
あ
ゆ
み

や
各
世
代
に
合
わ
せ
た
食
育
の
推
進
と

普
及
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

発
表
し
た
新
藤
会
長
は
、「
１
市
２
町
で

連
携
し
、
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
『
う
ん
ま

か
え
』
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
本
を
通

じ
て
種
子
島
の
郷
土
料
理
が
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
『
う
ん
ま
か
え
』（
お
い

し
い
な
）
が
島
いっ
ぱ
い
に
広
が
れ
ば
い
い

な
と
思
い
、
今
後
も
そ
の
趣
旨
を
継
続
し

てい
き
た
い
」
と
今
後
の
意
欲
を
み
せ
た
。

　引
き
続
き
、
ミ
ュン
ヘン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
金
メ
ダ
リ

ス
ト
で
、
鹿
屋
体
育
大
学
名
誉
教
授
の

田
口
信
教
氏
が
「
金
メ
ダ
ル
の
壁
〜
運
動

の
魅
力
と
心
身
の
健
康
〜
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。
田
口
氏
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
育
つ
の
か
、
金
メ
ダ

ル
を
取
り
、
取
ら
せ
た
人
間
が
話
す
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
と
世
界
新
記
録
を
作
る

技
の
秘
訣
、
本
に
は
書
け
な
いコ
ツ
、
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
す
た
め
の
必
須
条

件
な
ど
を
解
説
。
金
メ
ダ
リ
ス
ト
への
道

で
何
を
考
え
、
ま
た
そ
こ
で
実
際
に
何

が
起
き
て
い
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

壁
が
あ
る
の
か
。
考
え
方
や
見
方
、
自

ら
が
考
え
る
ア
ス
リ
ー
ト
哲
学
、
金
メ
ダ

ルへの
執
念
な
ど
を
科
学
の
視
点
か
ら
論

理
的
に
展
開
し
、
事
例
を
元
に
分
か
り

や
す
く
、
運
動
の
魅
力
と
心
身
の
健
康

に
つい
て
紹
介
し
た
。

　田
口
氏
な
ら
で
は
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で

終
始
笑
い
声
が
響
く
中
、
自
身
の
体
験

か
ら
得
た
「
金
メ
ダ
ル
の
壁
」
を
超
え
る

た
め
の
秘
訣
が
詰
ま
っ
た
講
演
と
な
っ
た
。

　地
域
で
の
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
る
健
康
づ
く
り
推
進
員
。
そ
れ

ぞ
れ
が
培
っ
た
豊
か
な
経
験
を
共
有
し
、

学
び
合
う
こ
と
で
、
次
代
の
担
い
手
を
育

成
し
つつ
、
住
民
の
健
康
を
保
持
し
続
け

て
いっ
て
も
ら
い
た
い
。

「健やか人生」の表彰を受ける西之表市の
江口スワ子さん

金メダルにまつわるエピソードを紹介した
鹿屋体育大学名誉教授の田口信教氏

丸ごと野菜を体験してもらう学校給食についての寸劇
の一場面

江口　スワ子 さん

受賞作品を掲載したのぼり旗の横で作成時のエピソードを
披露する知事賞の山根慎之助さん

金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
考
え
る

運
動
の
魅
力
と
心
身
の
健
康

健康づくり推進永年活動団体表彰

西之表市食生活改善
推進員連絡協議会
推進員数…３１人
活動年数…５１年

鹿児島県における健康づくり活動の推進に永年にわたり寄与した団体並びに特に貢献した団体を表彰。これから
の活動の励みとしていただくよう、活動年数20年以上の市町村の団体の中から2団体が選ばれ、表彰を受けた。

健やか人生表彰
健康の保持増進に取り組まれ、地域の健康づくり活動やボランティア活動に大
きく貢献されている方に対して表彰をする。市町村の推薦の中から西之表市の
江口スワ子さんが選ばれ、表彰を受けた。

《活動内容》
種子島地区すべての住民が健康で心豊かな食生活を築くこ
とができるよう、ボランティア精神に徹し、自発的な地区組
織活動を実施している。
○種子島の郷土料理集「うんまかえ」を活用し、種子島地域

の食材の活用と郷土料理の伝承、普及に努める　　　　
○全世代を通じた食育活動の推進
○8020運動推進員として歯の大切さ普及啓発運動の実施
○各市町村策定の「健康増進計画」及び「健康かごしま２１」

の推進など

曽於市食生活改善
推進員連絡協議会
推進員数…53人
活動年数…５0年

《活動内容》
「食」と「運動」に関するボランティア活動をとおし、地域の子
どもから高齢者まで幅広く健康づくりを推進している。
○妊婦さんを対象にした母子手帳交付後の手づくりおやつ

の試食や食事のアドバイス
○乳幼児相談・育児教室での離乳食の試食
○健診結果報告会での試食・展示（減塩他）
○だれでも楽しく健康づくりができる「きばれ体操」と名づ

けた音楽体操普及事業など
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　開
会
に
当
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本
会
の
本
田

修一理
事
長
が
「
厚
生
労
働
省
は
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要
介

護
状
態
と
なって
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
住

ま
い
・
医
療
・
予
防
・
生
活
支
援
が一体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
本
県
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
等
の
治
療
を
し
っ

か
り
行
い
、
脳
卒
中
や
人
工
透
析
の
重
症
化
の
予
防
が

大
き
な
課
題
だ
と
言
え
る
。
現
在
の
少
子
・
超
高
齢
社

会
に
お
い
て
は
、『
生
活
習
慣
病
の
発
症

予
防
や
早
期
発
見
に
よ
り
重
症
化
予
防

を
行
い
、
住
民
の
方
々
が
健
や
か
に
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
』
が

重
要
と
な
り
、
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
てい

る
皆
様
方への
期
待
は
益
々
大
き
く
なって

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　続
い
て
、
鹿
児
島
県
保
健
福
祉
部
の
藤

本
徳
昭
部
長
は
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
に
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
皆
様
の
活
動
が
非
常
に
効
果
的
で
あ

り
、
本
日
の
大
会
を
契
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
実
践
者

と
し
て
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

に一層
の
御
協
力
を
賜
り
た
い
」と
述
べた
。

　あ
い
さ
つ
の
後
、
健
康
に
対
す
る
意
識

向
上
を
図
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
健
康
増
進
月
間
」
作
文
・
標
語
コン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
も

体
験
に
基
づい
た
健
康
に
関
す
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
県
下
の
小
・
中
・
高
校
生
や

一
般
の
方
々
か
ら
作
文
３
４
３
点
、
標
語

８
７
６
２
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今

回
は
そ
の
中
か
ら
県
知
事
賞
に
10
作
品
、

国
保
連
合
会
理
事
長
賞
に
10
作
品
、
入

賞
に
20
作
品
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
学
校

賞
に
は
鹿
児
島
市
立
福
平
小
学
校
ほ
か

２
校
が
決
定
。
表
彰
式
に
は
、
知
事
賞

及
び
理
事
長
賞
、
学
校
賞
に
輝
い
た
19

人
が
出
席
し
、
表
彰
を
受
け
た
。

　標
語
の
部
で
は
、
受
賞
者
が
作
品
を

作
っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
し
、
知

事
賞
を
受
賞
し
た
福
平
小
学
校
１
年
の

山
根
慎
之
助
さ
ん
は
「
あ
さ
ひ
に
は
、

元
気
に
な
る
力
が
いっ
ぱ
い
入
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
標
語
を
作
り
ま
し
た
」
と
発

表
し
た
。

　そ
の
後
、
作
文
の
部
で
知
事
賞
を
受

賞
し
た
安
楽
小
学
校
２
年
の
永
吉
千
愛

さ
ん
、
青
戸
小
学
校
６
年
の
飯
伏
夢
さ

ん
、
伊
集
院
高
校
３
年
の
落
合
菜
央
さ

ん
、一
般
の
宇
宿
ア
ヤ
子
さ
ん
が
受
賞
者

を
代
表
し
て
朗
読
し
た
（
５
〜
７
ペー
ジ

参
照
）。

　ま
た
、
全
作
品
の
審
査
に
協
力
い
た

だ
い
た
鹿
児
島
作
文
研
究
会
の
片
山一郎

会
長
が
、
朗
読
さ
れ
た
作
文
等
に
つ
い
て

講
評
し
（
５
〜
７
ペ
ー
ジ
参
照
）、
表
彰

式
を
締
め
く
くっ
た
。

　続
い
て
、
本
会
が
作
成
し
た
「
国
保

健
康
体
操
」
を
鹿
児
島
レ
ク
リ
エ
ー
ション

協
会
の
山
本
良
江
理
事
の
指
導
の
も
と

に
、
参
加
者
全
員
で
体
操
し
た
後
、
こ

れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
活
動
に

対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
、

西
之
表
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協

議
会
と
曽
於
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
が
選
ば
れ
、
表
彰
を
受
け
た
。

（
受
賞
団
体
は
３
ペー
ジ
）

　ま
た
、
健
康
の
保
持
増
進
に
取
り
組

ま
れ
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
や
ボ

ラ
ン
ティ
ア
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
方
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
今
年
度
は
西

之
表
市
の
江
口
ス
ワ
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、

表
彰
を
受
け
た
。
江
口
さ
ん
は
、
昭
和

46
年
か
ら
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、

若
い
人
へ
種
子
島
の
郷
土
料
理
の
「
つ
の

ま
き
」
等
の
指
導
、
高
齢
者
体
操
教
室

で
ボ
ラ
ン
ティ
ア
支
援
員
と
し
て
、
教
室

の
準
備
や
進
行
等
の
サ
ポ
ー
ト
、
西
之

表
市
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
、

健
康
で
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
や
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
「
い
き
ぬ
き
会
」
の
支
援
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

　表
彰
を
受
け
た
江
口
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
の
残
さ
れ
た
人
生
を
こ
の
賞
を
糧

に
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
、
西
之
表

市
の
た
め
に一
生
懸
命
頑
張
っ
て
行
き
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　午
後
か
ら
は
、
各
地
域
で
取
り
組
ん

で
い
る
健
康
づ
く
り
の
活
動
報
告
が
始

ま
っ
た
。
今
回
は
２
つ
の
発
表
が
行
わ
れ
、

ま
ず
、
曽
於
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
が
、「
我
が
町
の
健
康
づ
く
り

は
食
べ
て
動
い
て
笑
っ
て
」
と
題
し
、
２
つ

の
寸
劇
と
音
楽
体
操
を
披
露
し
た
。
切
っ

た
野
菜
し
か
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

「
さ
わ
っ
て
」「
食
べ
る
」
等
丸
ご
と
野
菜

を
体
験
し
て
も
ら
う
学
校
給
食
に
関
す

る
内
容
と
保
健
指
導
対
象
者
の
お
宅
に
、

食
生
活
改
善
推
進
員
が
味
噌
汁
の
塩
分

濃
度
を
測
り
に
く
る
生
活
習
慣
病
予
防

に
関
す
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く
、
か
つ

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
披
露
し
、
会
場
に
は

作
文
・
標
語
合
せ
て
９
１
０
５
点

も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
貢
献
を

た
た
え
団
体
と
個
人
を
表
彰

地
域
住
民
の
元
気
の
た
め
に

食
育
の
推
進
と
啓
発
活
動
に
励
む

笑
い
声
が
響
き
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
お
そ

ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
身
を
包
ん
だ
推
進
員

が
舞
台
を
埋
め
尽
く
す
と
、「
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
」
体
操
を
披
露
し
、
参
加
者

も一緒
に
な
っ
て
体
を
動
か
し
、
会
場
は一

体
感
に
包
ま
れ
た
。

　次
に
、
発
表
し
た
の
は
、
西
之
表
市

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
。
新

藤
久
美
子
会
長
が
、
協
議
会
の
あ
ゆ
み

や
各
世
代
に
合
わ
せ
た
食
育
の
推
進
と

普
及
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

発
表
し
た
新
藤
会
長
は
、「
１
市
２
町
で

連
携
し
、
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
『
う
ん
ま

か
え
』
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
本
を
通

じ
て
種
子
島
の
郷
土
料
理
が
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
『
う
ん
ま
か
え
』（
お
い

し
い
な
）
が
島
いっ
ぱ
い
に
広
が
れ
ば
い
い

な
と
思
い
、
今
後
も
そ
の
趣
旨
を
継
続
し

てい
き
た
い
」
と
今
後
の
意
欲
を
み
せ
た
。

　引
き
続
き
、
ミ
ュン
ヘン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
金
メ
ダ
リ

ス
ト
で
、
鹿
屋
体
育
大
学
名
誉
教
授
の

田
口
信
教
氏
が
「
金
メ
ダ
ル
の
壁
〜
運
動

の
魅
力
と
心
身
の
健
康
〜
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。
田
口
氏
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
育
つ
の
か
、
金
メ
ダ

ル
を
取
り
、
取
ら
せ
た
人
間
が
話
す
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
と
世
界
新
記
録
を
作
る

技
の
秘
訣
、
本
に
は
書
け
な
いコ
ツ
、
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
す
た
め
の
必
須
条

件
な
ど
を
解
説
。
金
メ
ダ
リ
ス
ト
への
道

で
何
を
考
え
、
ま
た
そ
こ
で
実
際
に
何

が
起
き
て
い
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

壁
が
あ
る
の
か
。
考
え
方
や
見
方
、
自

ら
が
考
え
る
ア
ス
リ
ー
ト
哲
学
、
金
メ
ダ

ルへの
執
念
な
ど
を
科
学
の
視
点
か
ら
論

理
的
に
展
開
し
、
事
例
を
元
に
分
か
り

や
す
く
、
運
動
の
魅
力
と
心
身
の
健
康

に
つい
て
紹
介
し
た
。

　田
口
氏
な
ら
で
は
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で

終
始
笑
い
声
が
響
く
中
、
自
身
の
体
験

か
ら
得
た
「
金
メ
ダ
ル
の
壁
」
を
超
え
る

た
め
の
秘
訣
が
詰
ま
っ
た
講
演
と
な
っ
た
。

　地
域
で
の
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
る
健
康
づ
く
り
推
進
員
。
そ
れ

ぞ
れ
が
培
っ
た
豊
か
な
経
験
を
共
有
し
、

学
び
合
う
こ
と
で
、
次
代
の
担
い
手
を
育

成
し
つつ
、
住
民
の
健
康
を
保
持
し
続
け

て
いっ
て
も
ら
い
た
い
。

「健やか人生」の表彰を受ける西之表市の
江口スワ子さん

金メダルにまつわるエピソードを紹介した
鹿屋体育大学名誉教授の田口信教氏

丸ごと野菜を体験してもらう学校給食についての寸劇
の一場面

江口　スワ子 さん

受賞作品を掲載したのぼり旗の横で作成時のエピソードを
披露する知事賞の山根慎之助さん

金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
考
え
る

運
動
の
魅
力
と
心
身
の
健
康

健康づくり推進永年活動団体表彰

西之表市食生活改善
推進員連絡協議会
推進員数…３１人
活動年数…５１年

鹿児島県における健康づくり活動の推進に永年にわたり寄与した団体並びに特に貢献した団体を表彰。これから
の活動の励みとしていただくよう、活動年数20年以上の市町村の団体の中から2団体が選ばれ、表彰を受けた。

健やか人生表彰
健康の保持増進に取り組まれ、地域の健康づくり活動やボランティア活動に大
きく貢献されている方に対して表彰をする。市町村の推薦の中から西之表市の
江口スワ子さんが選ばれ、表彰を受けた。

《活動内容》
種子島地区すべての住民が健康で心豊かな食生活を築くこ
とができるよう、ボランティア精神に徹し、自発的な地区組
織活動を実施している。
○種子島の郷土料理集「うんまかえ」を活用し、種子島地域

の食材の活用と郷土料理の伝承、普及に努める　　　　
○全世代を通じた食育活動の推進
○8020運動推進員として歯の大切さ普及啓発運動の実施
○各市町村策定の「健康増進計画」及び「健康かごしま２１」

の推進など

曽於市食生活改善
推進員連絡協議会
推進員数…53人
活動年数…５0年

《活動内容》
「食」と「運動」に関するボランティア活動をとおし、地域の子
どもから高齢者まで幅広く健康づくりを推進している。
○妊婦さんを対象にした母子手帳交付後の手づくりおやつ

の試食や食事のアドバイス
○乳幼児相談・育児教室での離乳食の試食
○健診結果報告会での試食・展示（減塩他）
○だれでも楽しく健康づくりができる「きばれ体操」と名づ

けた音楽体操普及事業など
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　「ほ
ん
と
う
に
ぬ
か
な
き
ゃ
だ
め
。」

　一年
生
の
と
き
に
虫
ば
に
な
り
、
お
か
あ
さ
ん
につ
れ
て

行って
も
らっ
た
は
い
し
ゃ
さ
ん
で
、わ
た
し
は
言
い
ま
し
た
。

は
を
ぬ
く
と
と
て
も
い
た
く
て
、
も
う
虫
ば
に
は
な
り
た

く
ない
と
思っ
た
の
を
お
ぼ
え
てい
ま
す
。

　で
も
、
二
年
生
の
わ
た
し
は
ひ
と
あ
じ
ち
が
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
じ
ぶ
ん
の
は
につい
て
し
ら
べて
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　ま
ず
、
じ
ぶ
ん
の
は
が
な
ん
本
あ
る
か
し
ら
べま
し
た
。

か
が
み
を
見
た
り
、
お
か
あ
さ
ん
と一し
ょ
に
数
え
た
り
し

て
し
ら
べる
と
、
ぜ
ん
ぶ
で
二
十
四
本
あ
り
ま
し
た
。
お
か

あ
さ
ん
が
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
は
十
六
本
だっ
た
ん
だ
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
の
ほ
う
が
八
本
も
多
く
なっ

てい
て
、
は
の
せい
ち
ょ
う
は
、
は
え
か
わ
る
だ
け
じ
ゃ
ない

ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　つ
ぎ
に
、
は
み
が
き
を
し
な
かっ
た
ら
、
ど
う
な
る
の
か

し
ら
べま
し
た
。
は
み
が
き
を
し
ない
と
、
は
に
あ
な
が
あ

い
た
り
、
は
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
た
り
し
ま
す
。
虫
ば
は
、
けっ

し
て
な
お
ら
な
い
そ
う
で
す
。
あ
な
の
あ
い
た
は
は
と
て
も

い
た
そ
う
で
、
き
ょ
年
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
は
が
ち
ょっ

と
ず
き
り
と
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
虫
ば
に
な
ら
に
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よい
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

　わ
た
し
は
、一日
三
回
は
を
み
が
い
て
ピ
カ
ピ
カ
に
す
れ

ば
よい
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
の
学
校
で
は
、
五
月
に
は
み

が
き
教
しつ
が
あ
り
、
は
い
し
ゃ
さ
ん
か
ら
は
み
が
き
につい

て
教
え
て
も
らい
ま
す
。

　教
わっ
た
こ
と
の一つ
目
は
、
は
ブ
ラ
シ
の
毛
が
ひ
らい
て

い
る
と
、
は
は
しっか
り
み
が
け
ない
とい
う
こ
と
で
す
。

二つ
目
は
、
正
し
い
み
が
き
か
た
で
み
が
く
の
が
大
せつ
だ

とい
う
こ
と
で
す
。

　は
み
が
き
教
しつ
で
は
、
み
ん
な
で
は
み
が
き
を
し
な
が

ら
正
しい
み
が
き
か
た
を
学
び
ま
す
。
さ
い
し
ょ
に
、
は
に

く
す
り
を
ぬって
み
が
き
の
こ
し
の
と
こ
ろ
を
赤
く
そ
め
ま

す
。
う
が
い
を
し
た
ら
、
じ
ゅ
ん
び
は
ばっ
ち
り
。
わ
た
し

も
手
か
が
み
で
、じ
ぶ
ん
の
は
を
見
て
み
ま
し
た
。
まっかっ

か
で
す
。
き
ゅ
う
し
ょ
く
の
あ
と
に
は
み
が
き
を
し
た
の
に
、

こ
ん
な
に
み
が
き
の
こ
し
が
あ
る
の
か
と
びっ
く
り
し
ま
し

た
。
た
て
み
が
き
と
よ
こ
み
が
き
で
分
け
て
み
が
く
と
い
う

お
話
を
聞
き
な
が
ら
てい
ねい
に
み
が
く
と
、
だ
ん
だ
ん
赤

色
が
な
く
なって
き
ま
し
た
。
は
ブ
ラ
シ
の
毛
は
ご
う
か
く

だっ
た
け
れ
ど
、
今
ま
で
は
てい
ね
い
に
み
が
け
てい
な
かっ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　六
月
、
学
校
で
は
み
が
き
大
会
が
あ
り
、
ほ
け
ん
いい

ん
会
か
ら
、
み
が
き
か
た
を
し
ん
さ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
は
み
が
き
教
し
つ
で
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出

し
な
が
ら
み
が
き
、
は
み
が
き
チャン
ピ
オン
の
メ
ダル
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。い
え
に
は
しって
か
えって
、
お

か
あ
さ
ん
に
メ
ダル
を
見
せ
る
と
、

「
す
ごい
ね
。
は
み
が
き
が
上
手
に
なっ
た
ね
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
は

で
す
ご
せ
る
よ
う
正
しい
は
み
が
き
を
つづ
け
てい
き
た
い
で

す
。
今
の
は
も
、
こ
れ
か
ら
生
え
て
く
る
は
も
、
じ
ょ
う
ぶ

な
は
に
な
あ
れって
。

な
は
に
な
あ
れって
。

講　　評
じぶんのはのかずをしらべたり、
虫ばにならないようにかんがえ
たりしています。とてもいいことで
す。これからも、こつこつとはみが
きにせいをだしましょう。けんち
じしょう、おめでとうございます。

0405

「
わ
た
し
と
は
」

作文・標語コンクール知事賞作品の紹介・講評

作

　文

　の

　部

表彰式で知事賞に輝いた４名が朗読し、審査員を務めた鹿児島作文研究会の片山一郎会長が講評を述べた。
前向きに生きるとき感動が生まれ、それが言葉によって心に響く作品を生む

「健康であること」
飯伏　夢

受賞した時は、このような賞をいただいて、凄く驚きました。授賞式
では作文の発表があり、貴重な体験ができました。健康な心と体、
心がけて生活を送っていきたいです。

志布志市立安楽小学校２年
知
事
賞

「わたしとは」
永吉　千愛

県知事賞をもらったと聞いたときは、本当にびっくりしました。でも、沢山
の人に褒めてもらえてとっても嬉しいです。これからもピカピカの歯です
ごせるよう、毎日の歯みがきを頑張ります。ありがとうございました。

鹿児島県立伊集院高等学校３年
知
事
賞

入 

賞

「心豊かな人生を歩むために」
落合　菜央

作文で知事賞をいただき、とても嬉しいです。入院で辛い思いをしていた時
に同室の４歳の男の子から勇気をもらい、前向きな気持ちになりました。将
来は私が多くの人を励ますことができる職業に就いて頑張りたいです。

鹿児島市立皇徳寺中学校３年
知
事
賞

「祖母の入院」
中村　佳菜

この度は立派な賞をいただき、ありがとうございます。とても光栄で嬉しく思います。
いつも元気な祖母の入院で健康であることのありがたさを改めて考える機会とな
りました。これからも自分や家族の身体に関心を持ち続けていきたいと思います。

天城町立岡前小学校２年
「わたしのげんきのみなもと」

壽　日菜子
賞をもらった時、みんながえがおになり、とってもよろこんでくれた
ので、うれしかったです。私の元気のみなもとをみんなにもわけて
いきたいです。

姶良市（一般）
知
事
賞

「精密受診は早くすること」
宇宿　アヤ子

思いがけず受賞の連絡をいただきました。改めて読んでみましたら、あの当
時は涙も出ませんでしたが、今回体験の一部始終が思い出され、胸がつ
まってしまいました。「二人に一人が癌の時代」といわれます。私の経験が

「検診は早く受けること」につながる事例であればとてもうれしく思います。

鹿児島市立坂元中学校１年
「祖父の健康の秘訣はここにあり」

難波　亜未
私がまさか受賞するなんて！と驚きの気持ちでいっぱいでした。これ
からも祖父を目標にして健康に気をつけていきたいと思います。

南九州市立青戸小学校６年
「心と体の健康」

折尾　志帆
私が受賞した時、ビックリもしたけど、とてもうれしい気持ちでした。
そして大きな舞台で表彰され、良い経験ができました。これからも自
分ももちろんですが、周りのみんなも健康でいてほしいと思います。

鹿児島市（一般）
「手をつないで生きたい」

萩原　裕子
７年前に「知事賞」をいただき「理事長賞」も今回で続けて３度目の
受賞となり、大変光栄に思っております。３年前に逝ってしまった夫
も喜んでくれている！と思っています。

鹿児島県立鹿児島工業高等学校２年
「病から学んだこと」

馬場　楓
この度は理事長賞を受賞し、誠にうれしい気持ちでいっぱいです。
これからも健康的に生活できる喜びを胸に刻みながら、日々の生
活を大切にしたいです。

理
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日置市立伊作田小学校５年
知
事
賞

「おねがいね　必ず受けてね　健康しんだん」
外薗　史悠

県知事賞というすばらしい賞をいただきありがとうございました。賞の
報告を聞いた時は、とてもびっくりしました。多くの方が、健診を受けて
もらい、健康で長生きしてほしいという思いが伝わるとうれしいです。

鹿児島市立福平小学校１年
知
事
賞

「あさひあび　めざめろ　げんきちゅうにゅうだ」
山根　慎之助

いっしょうけんめいかんがえたので、じゅしょうできてよかったです。
ひょうしょうしきでは、きんちょうしたけれど、たくさんの人にはく
しゅしてもらってうれしかったです。

鹿児島県立伊集院高等学校３年
知
事
賞

「健康は　みんなに贈る　プレゼント」
豊永　彩乃

今回、このような賞をいただけたことにとても感謝しています。この
標語を見ることにより、自分自身が健康であること、周りの人が健
康であることの大切さ、ありがたさを感じてくださると嬉しいです。

鹿児島市立河頭中学校３年
知
事
賞

「「元気だ」と　決めつけないで　検診へ」
林　杏奈

今回このような素晴らしい賞をいただけてとても嬉しかったです。
たくさんの人に「自分は大丈夫だから」と過信せずに、是非検診を
受けて欲しいです。本当にありがとうございました。

鹿屋市立西原小学校２年
「あさごはん　しっかりたべて　元気いっぱい」

下田　陽仁
受賞を知った時は早く賞状をもらいたかったです。表彰式では緊張
したけど大きな賞状をもらえてすごく嬉しいでした。

鹿児島市（一般）
知
事
賞

「健康を　過信しないで　まず検診」
宮下　勝利

元気な時は「自分は大丈夫」と思いがちです。でも過信せず検診を
続けて、これからも健康で生活していきたいという思いで標語にし
ました。

大口明光学園中学校１年
「検診で　あなたの未来を　変えようよ」

福岡　実咲
受賞できて、すごくうれしいです。表彰式は多くの方がいらっしゃり、
とても緊張しましたが、また健康について考えることができました。
ありがとうございました。

鹿児島市立福平小学校６年
「まず検診　家族の健康　みんなの願い」

有村　風輝
今回理事長賞というとてもすばらしい賞をいただきありがとうござ
いました。家族みんなが喜んでくれてとてもうれしかったです。

鹿児島市（一般）
「健診で　体も町も　元気なり」

帖佐　鉄也
今回この様な大きな賞をいただき大変喜んでおります。健康な人は自分
の財布から医療費の支出は発生しませんが、単に自分の財布だけでなく
県や国の財布にも大きく貢献する事になります。この様な意味を標語に
しました。「皆さん健康な時に健診を受け、体も町も元気にしましょう」

鹿児島実業高等学校２年
「見つけよう　大事な体の　SOS」

岡村　海杜
この度の標語コンクールで理事長賞を受賞し、とてもうれしく思い
ます。これからも体を動かし健康に気をつけ勉学に励むとともに、
毎日を明るく楽しく過ごしていきたいと思います。
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◉はみがき、じょうずになったよ
　三島村立片泊小学校１年 山口　志音
◉はやねはやおき
　鹿屋市立寿北小学校１年 濵上　唯花
◉健康な体を作るぞー
　鹿児島市立松元小学校５年 一條　紗椰花

◉健康であるために
　鹿児島市立福平小学校５年 有水　愛理
◉生きているだけでいいじゃん
　鹿児島市立松元中学校１年 川元　夢穂
◉健康への道
　鹿児島市立坂元中学校１年 中野　怜奈

◉今と未来の健康　
　大口明光学園高等学校２年 藏元　百恵
◉体の一部を取って
　神村学園高等部１年 萩原　久美
◉しゃぼん玉がパチンとはじけた
　伊仙町（一般） 平　美香子
◉健康であること－病気いろいろ
　鹿児島市（一般） 東郷　久子

入 

賞

◉かぞくのえがおとあさごはん　げんきのもとをいただきます　きょうもいちにちがんばるぞ
　鹿児島市立福平小学校１年 外城戸　ひかり
◉よくかんで　のうをかっせい　でんげんオン
　薩摩川内市立可愛小学校３年 中能　輝
◉体の栄養は食事　心の栄養は笑顔
　大崎町立菱田小学校６年 西原　奎那

◉健康で　笑顔でいるため　検診へ
　薩摩川内市立可愛小学校６年 仁田尾　亜美
◉「めんどくさい」　そんな人ほど　検診に
　鹿児島修学館中学校２年 中原　康誠
◉人生の　節目に検診　習慣に
　鹿児島市立坂元中学校３年 柳田　実希

◉検診が　健康ロードへ　ご案内　
　鹿児島県立伊集院高等学校３年 出水　夏希
◉「異常なし」　規則正しい　生活で
　鹿児島実業高等学校１年 平川　星
◉検診で　健康維新　夢がわく
　鹿児島市（一般） 上原　幸一
◉健康な心と体！家族みんなの宝物
　鹿児島市（一般） 熊本　いずみ

第31回「健康増進月間」作文・標語コンクール20作品が知事賞と理事長賞に輝く
今年度の作文・標語コンクールでは、作文343作品、標語8,762作品の応募がありました。厳正な審査の結果、10作品が知事賞、10作品が理事長賞、20作品が入賞、３校が学
校賞に選ばれ、健康づくり推進員大会において表彰式が行われました。

標

　語

　の

　部

《小学校の部》鹿児島市立福平小学校
《中学校の部》鹿児島市立坂元中学校　　　　《高校の部》大口明光学園高等学校学 校 賞

鹿児島作文研究会
会長
片山　一郎 氏
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いつも元気な祖母の入院で健康であることのありがたさを改めて考える機会とな
りました。これからも自分や家族の身体に関心を持ち続けていきたいと思います。

天城町立岡前小学校２年
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壽　日菜子
賞をもらった時、みんながえがおになり、とってもよろこんでくれた
ので、うれしかったです。私の元気のみなもとをみんなにもわけて
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宇宿　アヤ子

思いがけず受賞の連絡をいただきました。改めて読んでみましたら、あの当
時は涙も出ませんでしたが、今回体験の一部始終が思い出され、胸がつ
まってしまいました。「二人に一人が癌の時代」といわれます。私の経験が

「検診は早く受けること」につながる事例であればとてもうれしく思います。

鹿児島市立坂元中学校１年
「祖父の健康の秘訣はここにあり」

難波　亜未
私がまさか受賞するなんて！と驚きの気持ちでいっぱいでした。これ
からも祖父を目標にして健康に気をつけていきたいと思います。

南九州市立青戸小学校６年
「心と体の健康」

折尾　志帆
私が受賞した時、ビックリもしたけど、とてもうれしい気持ちでした。
そして大きな舞台で表彰され、良い経験ができました。これからも自
分ももちろんですが、周りのみんなも健康でいてほしいと思います。

鹿児島市（一般）
「手をつないで生きたい」

萩原　裕子
７年前に「知事賞」をいただき「理事長賞」も今回で続けて３度目の
受賞となり、大変光栄に思っております。３年前に逝ってしまった夫
も喜んでくれている！と思っています。

鹿児島県立鹿児島工業高等学校２年
「病から学んだこと」

馬場　楓
この度は理事長賞を受賞し、誠にうれしい気持ちでいっぱいです。
これからも健康的に生活できる喜びを胸に刻みながら、日々の生
活を大切にしたいです。

理
事
長
賞

理
事
長
賞

理
事
長
賞

理
事
長
賞

理
事
長
賞

日置市立伊作田小学校５年
知
事
賞

「おねがいね　必ず受けてね　健康しんだん」
外薗　史悠

県知事賞というすばらしい賞をいただきありがとうございました。賞の
報告を聞いた時は、とてもびっくりしました。多くの方が、健診を受けて
もらい、健康で長生きしてほしいという思いが伝わるとうれしいです。

鹿児島市立福平小学校１年
知
事
賞

「あさひあび　めざめろ　げんきちゅうにゅうだ」
山根　慎之助

いっしょうけんめいかんがえたので、じゅしょうできてよかったです。
ひょうしょうしきでは、きんちょうしたけれど、たくさんの人にはく
しゅしてもらってうれしかったです。

鹿児島県立伊集院高等学校３年
知
事
賞

「健康は　みんなに贈る　プレゼント」
豊永　彩乃

今回、このような賞をいただけたことにとても感謝しています。この
標語を見ることにより、自分自身が健康であること、周りの人が健
康であることの大切さ、ありがたさを感じてくださると嬉しいです。

鹿児島市立河頭中学校３年
知
事
賞

「「元気だ」と　決めつけないで　検診へ」
林　杏奈

今回このような素晴らしい賞をいただけてとても嬉しかったです。
たくさんの人に「自分は大丈夫だから」と過信せずに、是非検診を
受けて欲しいです。本当にありがとうございました。

鹿屋市立西原小学校２年
「あさごはん　しっかりたべて　元気いっぱい」

下田　陽仁
受賞を知った時は早く賞状をもらいたかったです。表彰式では緊張
したけど大きな賞状をもらえてすごく嬉しいでした。

鹿児島市（一般）
知
事
賞

「健康を　過信しないで　まず検診」
宮下　勝利

元気な時は「自分は大丈夫」と思いがちです。でも過信せず検診を
続けて、これからも健康で生活していきたいという思いで標語にし
ました。

大口明光学園中学校１年
「検診で　あなたの未来を　変えようよ」

福岡　実咲
受賞できて、すごくうれしいです。表彰式は多くの方がいらっしゃり、
とても緊張しましたが、また健康について考えることができました。
ありがとうございました。

鹿児島市立福平小学校６年
「まず検診　家族の健康　みんなの願い」

有村　風輝
今回理事長賞というとてもすばらしい賞をいただきありがとうござ
いました。家族みんなが喜んでくれてとてもうれしかったです。

鹿児島市（一般）
「健診で　体も町も　元気なり」

帖佐　鉄也
今回この様な大きな賞をいただき大変喜んでおります。健康な人は自分
の財布から医療費の支出は発生しませんが、単に自分の財布だけでなく
県や国の財布にも大きく貢献する事になります。この様な意味を標語に
しました。「皆さん健康な時に健診を受け、体も町も元気にしましょう」

鹿児島実業高等学校２年
「見つけよう　大事な体の　SOS」

岡村　海杜
この度の標語コンクールで理事長賞を受賞し、とてもうれしく思い
ます。これからも体を動かし健康に気をつけ勉学に励むとともに、
毎日を明るく楽しく過ごしていきたいと思います。

理
事
長
賞

理
事
長
賞

理
事
長
賞

理
事
長
賞

理
事
長
賞

◉はみがき、じょうずになったよ
　三島村立片泊小学校１年 山口　志音
◉はやねはやおき
　鹿屋市立寿北小学校１年 濵上　唯花
◉健康な体を作るぞー
　鹿児島市立松元小学校５年 一條　紗椰花

◉健康であるために
　鹿児島市立福平小学校５年 有水　愛理
◉生きているだけでいいじゃん
　鹿児島市立松元中学校１年 川元　夢穂
◉健康への道
　鹿児島市立坂元中学校１年 中野　怜奈

◉今と未来の健康　
　大口明光学園高等学校２年 藏元　百恵
◉体の一部を取って
　神村学園高等部１年 萩原　久美
◉しゃぼん玉がパチンとはじけた
　伊仙町（一般） 平　美香子
◉健康であること－病気いろいろ
　鹿児島市（一般） 東郷　久子

入 

賞

◉かぞくのえがおとあさごはん　げんきのもとをいただきます　きょうもいちにちがんばるぞ
　鹿児島市立福平小学校１年 外城戸　ひかり
◉よくかんで　のうをかっせい　でんげんオン
　薩摩川内市立可愛小学校３年 中能　輝
◉体の栄養は食事　心の栄養は笑顔
　大崎町立菱田小学校６年 西原　奎那

◉健康で　笑顔でいるため　検診へ
　薩摩川内市立可愛小学校６年 仁田尾　亜美
◉「めんどくさい」　そんな人ほど　検診に
　鹿児島修学館中学校２年 中原　康誠
◉人生の　節目に検診　習慣に
　鹿児島市立坂元中学校３年 柳田　実希

◉検診が　健康ロードへ　ご案内　
　鹿児島県立伊集院高等学校３年 出水　夏希
◉「異常なし」　規則正しい　生活で
　鹿児島実業高等学校１年 平川　星
◉検診で　健康維新　夢がわく
　鹿児島市（一般） 上原　幸一
◉健康な心と体！家族みんなの宝物
　鹿児島市（一般） 熊本　いずみ

第31回「健康増進月間」作文・標語コンクール20作品が知事賞と理事長賞に輝く
今年度の作文・標語コンクールでは、作文343作品、標語8,762作品の応募がありました。厳正な審査の結果、10作品が知事賞、10作品が理事長賞、20作品が入賞、３校が学
校賞に選ばれ、健康づくり推進員大会において表彰式が行われました。

標

　語

　の

　部

《小学校の部》鹿児島市立福平小学校
《中学校の部》鹿児島市立坂元中学校　　　　《高校の部》大口明光学園高等学校学 校 賞

鹿児島作文研究会
会長
片山　一郎 氏
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鹿
児
島
県
立
伊
集
院
高
等
学
校
三
年
　落
合
　菜
央

知
事
賞　「あ

あ
、
眠
れ
な
い
。
ど
う
し
よ
う
。
寝
な
い
と
ダ
メ

な
の
に
。」

　明
日
は
人
生
の
中
で
二
回
目
の
手
術
の
日
。
高
校
二

年
生
の
秋
、
小
さ
い
頃
か
ら
聞
こ
え
が
悪
かっ
た
左
耳

を
手
術
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
私
は
緊
張
で
眠
れ
な
い

夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
次
の
日
の
朝
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
の
手
術
頑
張
り
ま
し
ょ

う
ね
。」

担
当
の
看
護
師
に
優
し
く
声
を
掛
け
ら
れ
て
、
点
滴
を

し
た
ま
ま
手
術
室
に
向
か
い
ま
し
た
。
中
に
入
る
と
、

普
段
目
に
し
な
い
よ
う
な
器
具
や
照
明
、
緊
張
と
感
情

の
高
ぶ
り
、
そ
う
し
た
様
々
な
も
の
が
混
ざ
り
合
い
、

私
は
感
じ
た
こ
と
の
な
い
、
複
雑
で
不
安
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
気
付
い
た
の
か
、一人

の
看
護
師
が
、

「
み
ん
な
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
か
ら
ね
。
頑
張
ろ
う
ね
。」

と
声
を
か
け
て
下
さ
っ
て
私
が
安
心
し
た
の
も
つ
か
の

間
、
気
付
く
と
手
術
は
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

終
わ
っ
た
後
は
も
の
す
ご
く
体
が
き
つ
く
て
起
き
上
が

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
麻
酔
の
せ
い
か
自
分
の
状

態
も
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
、
し
ば
ら
く
は
ま
る
で
違
う

世
界
に
い
る
よ
う
な
、
記
憶
が
朦
朧
と
し
た
状
態
が
続

き
ま
し
た
。

　そ
し
て
翌
日
。

「
ママ
見
て
。
た
く
さ
ん
車
が
通
っ
て
る
。」

病
室
に
は
、
いつ
の
間
に
か
四
歳
の
男
の
子
が
新
し
い
患

者
と
し
て
入
っ
て
き
て
い
て
、賑
や
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

術
後
は
耳
が
痛
く
て
何
も
し
た
く
な
い
日
々
が
続
い
た

の
で
す
が
、
け
な
げ
に
病
気
と
闘
っ
て
い
る
そ
の
男
の
子

を
見
て
い
る
と
、
私
も
つ
ら
く
て
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
毎
日
家
族
や
友
人
が
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ

て
、
多
く
の
人
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
日
に
日
に
体
調

が
良
く
な
っ
て
、
退
院
の
日
を
迎
え
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　今
現
在
の
私
は
、
耳
の
聞
こ
え
が
良
く
な
っ
て
、
高

校
最
後
の一年
を
、
前
よ
り
も
会
話
の
時
間
を
楽
し
み

な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
会
話
す
る
こ
と
を

おっ
く
う
に
感
じ
た
り
、
時
に
は
避
け
た
り
す
る
な
ど
、

消
極
的
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
は
こ
の
「
耳

の
健
康
」
を
取
り
戻
せ
た
こ
と
で
、
何
事
も
前
向
き
に

取
り
組
め
る
「
心
の
健
康
」
も
取
り
戻
せ
た
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
「
心
の
健
康
」
が
、
人

と
の
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
、
触
れ
合
い
を
も
引
き
寄
せ
て
、

私
の
今
の
明
る
い
学
校
生
活
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　私
は
今
回
の
経
験
か
ら
、「
健
康
」
と
は
身
体
の
問

題
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
心
の
健
康
も
共
に
あ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
心
身
共
に
健
康
に
あ
る

こ
と
の
先
に
は
、
人
と
の
関
わ
り
や
豊
か
な
社
会
生
活

が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
こ
れ

か
ら
先
も
健
康
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
将
来
は
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
職
業
に
就
い
て
、
人
と
関
わ

り
な
が
ら
、
心
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

講　　評

鹿
児
島
市
立
皇
徳
寺
中
学
校
三
年
　中
村
　佳
菜

知
事
賞　「ば

あ
ち
ゃ
ん
が
腸
ヘル
ニ
ア
だ
っ
た
み
た
い
で
、
明

日
手
術
す
る
っ
て
。」

母
に
突
然
言
わ
れ
た
そ
の
一
言
に
、
私
は
と
て
も
驚
い

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
前
日
に
祖
母
に
習
字
を
教

え
て
も
ら
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
だ
。
祖
母
は
七
十

歳
だ
が
、
長
年
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い
て
今
は
三

十
人
以
上
の
生
徒
に
硬
筆
と
習
字
を
教
え
て
い
る
。

昨
日
の
祖
母
は
、
普
段
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
見
え
た
。
そ
れ
に
、
祖
母
は
バ
レ
エ
を
し
て
い
る
私

と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
体
も
柔
ら
か
い
し
、
毎
日
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
日
課
だ
っ
た
。

　母
が
そ
ん
な
に
大
き
い
手
術
で
は
な
い
と
言
っ
た
の

で
、
少
し
気
持
ち
は
落
ち
つ
い
た
が
や
は
り
心
配
だ
っ

た
。
次
の
日
は
、
一
日
中
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
。

　手
術
は
成
功
し
、
ほっ
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
入

院
中
に
肺
塞
栓
に
な
っ
た
。
腸
ヘルニ
ア
よ
り
も
危
険
な

状
態
だ
と
聞
き
、
私
は
ひ
ど
く
不
安
に
な
っ
た
。
血
中

の
異
物
が
肺
動
脈
に
つ
ま
っ
た
状
態
だ
そ
う
だ
。
も
し

こ
れ
が
脳
だ
っ
た
ら
脳
梗
塞
に
な
り
、
心
臓
だ
っ
た
ら

心
筋
梗
塞
に
な
る
、
と
て
も
重
篤
な
病
気
だ
。
手
術

後
に
ベッ
ド
で
寝
た
き
り
の
時
間
が
続
い
た
の
が
原
因
ら

し
い
。
幸
い
祖
母
は
肺
だ
っ
た
こ
と
、
看
護
師
さ
ん
に
す

ぐ
に
処
置
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
薬
と
点

滴
で
治
す
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
心
底
ほっ
と
し
た
。

　十
日
程
度
と
聞
い
て
い
た
入
院
は
、
一ヶ
月
を
超
え

た
。
今
、
私
は
以
前
の
よ
う
に
祖
母
に
習
字
を
教
わ
っ

て
い
る
。
突
然
の
祖
母
の
入
院
で
私
の
健
康
に
対
す
る

認
識
は
変
わ
っ
た
。
ど
ん
な
に
元
気
で
あ
っ
て
も
、
た
っ

た
一つ
の
小
さ
な
病
気
や
け
が
で
、
命
に
関
わ
る
大
き

な
病
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
健
康
で
何
事
も
な
く
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
痛
感
し
た
。

　私
は
こ
の
出
来
事
を
通
し
て
、
以
前
よ
り
さ
ら
に

健
康
的
な
生
活
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

中
で
も
特
に
私
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　一つ
は
、
運
動
に
積
極
的
に
取
り
く
む
こ
と
だ
。
運

動
不
足
が
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
な
る
こ
と
は
既
に

知
っ
て
い
た
が
、
運
動
を
行
う
こ
と
で
骨
密
度
が
高
く

な
る
こ
と
を
新
た
に
知
っ
た
。
骨
を
強
く
す
る
こ
と
は

け
が
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
運
動
は
病
気

も
け
が
も
予
防
で
き
る
と
分
かっ
た
。
運
動
は
健
康
に

必
要
不
可
欠
だ
と
改
め
て
感
じ
た
の
で
、
運
動
を
習

慣
づ
け
て
い
き
た
い
。

　も
う
一つ
は
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
だ
。
保
健

体
育
で
、
睡
眠
不
足
は
抵
抗
力
の
低
下
に
つ
な
が
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
は
骨
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
睡
眠
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
知
っ
た
。
抵
抗
力
が
低
下
す
る
と
感
染
症
に

か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
、
毎
日
十
分
な
睡
眠
が
と

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　自
分
や
家
族
が
健
康
な
と
き
は
、
健
康
で
い
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

し
か
し
、
病
気
や
け
が
は
い
つ
誰
に
お
そ
っ
て
く
る
か

分
か
ら
な
い
。
小
さ
な
こ
と
か
ら
大
き
な
病
に
な
る
こ

と
も
あ
る
が
、
小
さ
な
努
力
で
大
き
な
病
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
る
は
ず
だ
。

と
も
で
き
る
は
ず
だ
。

講　　評

南
九
州
市
立
青
戸
小
学
校
六
年
　飯
伏
　夢

知
事
賞　私

は
、
週
に
二
回
、
空
手
を
習
っ
て
い
ま
す
。
主
に
、

型
や
組
み
手
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
組
み
手
で
は
、

激
し
く
こ
ぶ
し
で
突
か
れ
た
り
、
け
り
を
入
れ
ら
れ
た

り
し
て
、
青
タ
ン
が
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

骨
を
折
る
ほ
ど
の
大
け
が
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　し
か
し
、
体
育
の
サ
ッ
カ
ー
の
授
業
中
に
、
思
いっ
き

り
ボ
ー
ル
を
け
っ
た
つ
も
り
が
、
友
だ
ち
の
す
ね
を
け
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
友
だ
ち
が
痛
がっ
て
、そ
の
場
に
し
ゃ

が
み
込
ん
で
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　私
は
、「
ご
め
ん
ね
」を
言
い
に
、近
づ
こ
う
と
し
た
ら
、

今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
痛
み
が
つ
ま
先
に
あ
り

ま
し
た
。
結
局
、
二
人
と
も
保
健
室
に
行
き
、
し
ば
ら

く
氷
で
冷
や
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
友
だ
ち
は
、
し
ば

ら
く
し
て
、
授
業
に
戻
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
し
び
れ

と
は
れ
が
ひ
ど
かっ
た
の
で
、
給
食
時
間
も
保
健
室
で

冷
や
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
は
れ
方
と
痛
み
か
ら
、「
も

し
か
し
て
、
骨
、
折
れ
て
る
か
も
…
」
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、母
に
む
か
え
に
来
て
も
ら
い
、

車
で
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
、
様
子

を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
痛
み
と
は
れ
は
お
さ

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　次
の
日
に
、
近
く
の
病
院
に
行
き
、
は
じ
め
て
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
も
ら
う
と
、
左
足
の
親
指
の
第一関

節
の
所
が
、
た
て
に
割
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

心
の
中
で
、「
ど
お
り
で
痛
い
は
ず
よ
ね
。」
と
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
四
週
間
、
ど
う
やっ
て
過

ご
そ
う
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
骨
を
折
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、
登
下
校
は
両
親
に
車
で
送
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
朝
は
、父
に
送
っ
て
も
ら
い
、帰
り
は
、

母
に
む
か
え
に
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
両
親
だ
け
で
は

な
く
、
友
だ
ち
に
も
心
配
と
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
友
だ
ち
と一緒
に
登
下
校
も
で
き
な
く
な
り
、一

緒
に
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
な
く
て
、
と
て
も
つ
ら
い
時
間
で

し
た
。
友
だ
ち
は
、
私
が
で
き
な
い
こ
と
を
代
わ
り
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　け
が
を
し
た
こ
と
は
、
自
分
や
家
族
に
と
っ
て
、
マ
イ

ナ
ス
な
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と

で
、
友
だ
ち
の
優
し
さ
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

友
だ
ち
の
いい
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
り
す
る
と
い
う
プ
ラ

ス
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
け
が
を
す
る
ま
で
は
気
づ

か
な
かっ
た
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
い
か
に
、
普
通
に
過
ご
せ
る
こ
と
が
す
ご
い
こ
と
か
。」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　け
が
や
病
気
を
し
た
時
だ
け
、
健
康
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
る
の
で
は
な
く
、
健
康
で
い
る
今
を
大
事
に
過

ご
す
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
、
け
が
を
し
な
い
よ

う
に
準
備
運
動
を
し
っ
か
り
し
た
り
、
危
険
予
知
能
力

を
高
め
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
病
気

の
予
防
と
し
て
、
普
段
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
や
帰
宅

後
の
手
洗
い
う
が
い
な
ど
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
け
が
や
病
気
を
し
て
い
る
人
に
対
し
て

優
し
い
心
で
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

講　　評

姶
良
市
（一般
）
　宇
宿
　ア
ヤ
子

知
事
賞　「十

一
月
十
日
の
大
腸
が
ん
検
診
の
結
果
、
精
密
検

査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
下
さ
い
」
と
封
書
が
送
ら
れ
て
き
た
の
は
、
十
二

月
二
十
日
を
過
ぎ
て
い
た
。
ま
あ
正
月
を
済
ま
せ
て
か

ら
と
受
診
を
の
ば
し
た
。一月
に
な
っ
た
ら
、
二
月
三
日

の
上
京
の
予
定
が
済
ん
で
か
ら
に
し
よ
う
と
ま
た
先
送

り
し
た
。

　二
月
末
の
予
約
が
と
れ
た
。
三
月
三
日
に
結
果
が
で

た
。
医
師
は
「
大
腸
が
ん
で
す
。
切
っ
て
と
っ
て
も
ら
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
静
か
に
宣
告
し
た
。
私
は
言
葉

を
失
い
、
静
か
に
入
院
予
約
を
依
頼
し
た
。

　毎
年
の
市
の
検
診
は
受
け
て
い
る
し
、
精
密
が
言
っ

て
く
れ
ば
す
ぐ
に
受
診
し
て
い
た
の
に
、
今
回
に
限
っ
て

時
間
を
お
い
た
。こ
れ
と
いっ
た
自
覚
症
状
は
な
かっ
た
。

少
し
痔
が
あ
る
な
と
思
っ
て
い
た
の
は
癌
だ
っ
た
の
か
。

潔
く
癌
を
受
け
入
れ
て
手
術
の
日
を
待
っ
て
い
る
自
分

と
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
な
く
て
い
ら
い
ら
し
て
い
る
時

間
が
交
錯
し
は
じ
め
た
。
ど
う
し
て
十
二
月
に
受
診
を

し
な
かっ
た
の
か
と
自
分
を
責
め
る
。
受
診
ま
で
の
こ

の
間
に
、
癌
は
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
た
の
で
は
な
い
か
、

入
院
ま
で
の
こ
の
十
二
日
間
に
悪
化
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
が
募
り
だ
し
た
。
入
院
を
早
く
し
て

も
ら
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
か
と
思
っ
た
が
「
順
番
で

す
か
ら
」と
言
わ
れ
る
な
と
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
た
。

　夫
は
図
書
館
に
行
き
、
パ
ソ
コ
ン
で
大
腸
が
ん
の
情

報
を
集
め
て
「
大
腸
が
ん
は
癌
の
中
で
も
最
も
や
り
や

す
い
そ
う
だ
。
長
い
腸
の
そ
の
部
分
だ
け
を
切
っ
て
捨
て

れ
ば
いい
そ
う
だ
ぞ
」
と
い
う
。「
霧
島
神
宮
に
お
参
り

し
て
、
そ
の
先
に
あ
る
そ
ば
を
食
べ
に
い
こ
う
」「
イ
オ

ン
で
な
に
か
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
こ
よ
う
」
と
あ
れ

こ
れ
持
ち
掛
け
て
く
る
。
私
の
気
持
ち
を
紛
ら
そ
う
と

し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
ぶ
し
ぶ
従
っ
た
。
癌
と
食
事

に
つい
て
ご
馳
走
は
よ
く
な
い
、
反
対
に
食
事
が
大
事
と

い
う
説
を
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
が
今
は
ど
う
で
も
いい
。

　家
の
中
に
い
て
も
じ
っ
と
し
て
お
れ
な
い
。
タ
ン
ス
の
整

理
を
始
め
る
。
税
の
申
告
の
仕
方
を
夫
に
伝
え
る
。
保

険
の
書
類
を
整
理
す
る
。
三
、
四
月
に
予
定
の
ボ
ラ
ン

ティ
ア
は
社
協
に
肩
代
り
を
依
頼
す
る
。

　役
員
を
し
て
い
る
の
は
放
免
し
て
も
ら
う
。
趣
味
の

ダ
ン
ス
の
仲
間
に
は
、
入
院
手
術
し
て
く
る
ね
と
再
起

を
誓
っ
て
い
る
よ
う
に
明
る
く
話
し
て
い
た
私
。

　入
院
に
あ
わ
せ
て
帰
郷
し
た
息
子
た
ち
が
、
主
治
医

の
説
明
に
た
ち
あ
っ
た
り
、
夫
の
食
事
の
配
食
の
手
配

を
し
た
り
と
奔
走
し
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
頃
は
立
派

な
癌
患
者
だ
っ
た
。

　手
術
が
終
わ
り
、ベッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
る
私
に
「
手

術
前
は
す
ご
く
険
し
い
顔
を
し
て
い
た
よ
。
今
が
本
来

の
お
母
さ
ん
ら
し
い
よ
」
と
ほっ
と
し
た
笑
顔
で
声
を
か

け
て
く
れ
た
。

　す
べ
て
は
精
密
受
診
を
早
く
し
な
かっ
た
事
が
騒
動

の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。
十
二
月
中
に
受
診
を
し
て
お
れ

ば
こ
れ
程
混
乱
し
た
り
、
後
悔
も
し
な
かっ
た
か
も
と

思
う
。
癌
の
ス
テ
ー
ジ
は
Ⅰ
だ
っ
た
。

　検
診
は
受
け
る
べ
し
。
精
密
検
査
は
早
く
す
べ
し
。

と
い
う
教
訓
を
再
認
識
し
た
経
験
だ
っ
た
。

講　　評
この作品は、書き出し
から結びまで作者の
貴重な体験が綴られ
ていて、どれもこれも
貴重な教訓である。ご
主人の温かい配慮も
心に残る優れた作品
である。

初めて知る健康のあり
がたさ、両親への感謝
の気持ち。不自由な４
週間で多くのことを学
んだと、飯伏君は文に
綴っている。生き生き
と表現している秀作で
ある。

運動に積極的に取り組
むこと。睡眠をしっかり
とること。これらのこと
に努力したいと健康へ
の意識を高めている作
者。おばあさんの実例
をもとに考察した力作
である。

まとめの段落が心を打
つ。私はこれから先も
健康であることを大切
にし、将来は社会に貢
献できる職業に就い
て、人と関わりながら、
心豊かな人生を歩いて
いきたいと結んでい
る。高校生らしい質の
高い滋味のある秀作
である。

0607

「
心
豊
か
な
人
生
を
歩
む
た
め
に
」

「
祖
母
の
入
院
」

「
健
康
で
あ
る
こ
と
」

「
精
密
受
診
は
早
く
す
る
こ
と
」

な
か 

む
ら
　
　
　  

か
　 な

い
　ぶ
し
　
　
　ゆ
め

お
ち 

あ
い
　
　
　  

な
　 お

う
　す
き
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鹿
児
島
県
立
伊
集
院
高
等
学
校
三
年
　落
合
　菜
央

知
事
賞　「あ

あ
、
眠
れ
な
い
。
ど
う
し
よ
う
。
寝
な
い
と
ダ
メ

な
の
に
。」

　明
日
は
人
生
の
中
で
二
回
目
の
手
術
の
日
。
高
校
二

年
生
の
秋
、
小
さ
い
頃
か
ら
聞
こ
え
が
悪
かっ
た
左
耳

を
手
術
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
私
は
緊
張
で
眠
れ
な
い

夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
次
の
日
の
朝
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
の
手
術
頑
張
り
ま
し
ょ

う
ね
。」

担
当
の
看
護
師
に
優
し
く
声
を
掛
け
ら
れ
て
、
点
滴
を

し
た
ま
ま
手
術
室
に
向
か
い
ま
し
た
。
中
に
入
る
と
、

普
段
目
に
し
な
い
よ
う
な
器
具
や
照
明
、
緊
張
と
感
情

の
高
ぶ
り
、
そ
う
し
た
様
々
な
も
の
が
混
ざ
り
合
い
、

私
は
感
じ
た
こ
と
の
な
い
、
複
雑
で
不
安
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
気
付
い
た
の
か
、一人

の
看
護
師
が
、

「
み
ん
な
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
か
ら
ね
。
頑
張
ろ
う
ね
。」

と
声
を
か
け
て
下
さ
っ
て
私
が
安
心
し
た
の
も
つ
か
の

間
、
気
付
く
と
手
術
は
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

終
わ
っ
た
後
は
も
の
す
ご
く
体
が
き
つ
く
て
起
き
上
が

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
麻
酔
の
せ
い
か
自
分
の
状

態
も
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
、
し
ば
ら
く
は
ま
る
で
違
う

世
界
に
い
る
よ
う
な
、
記
憶
が
朦
朧
と
し
た
状
態
が
続

き
ま
し
た
。

　そ
し
て
翌
日
。

「
ママ
見
て
。
た
く
さ
ん
車
が
通
っ
て
る
。」

病
室
に
は
、
いつ
の
間
に
か
四
歳
の
男
の
子
が
新
し
い
患

者
と
し
て
入
っ
て
き
て
い
て
、賑
や
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

術
後
は
耳
が
痛
く
て
何
も
し
た
く
な
い
日
々
が
続
い
た

の
で
す
が
、
け
な
げ
に
病
気
と
闘
っ
て
い
る
そ
の
男
の
子

を
見
て
い
る
と
、
私
も
つ
ら
く
て
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
毎
日
家
族
や
友
人
が
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ

て
、
多
く
の
人
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
日
に
日
に
体
調

が
良
く
な
っ
て
、
退
院
の
日
を
迎
え
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　今
現
在
の
私
は
、
耳
の
聞
こ
え
が
良
く
な
っ
て
、
高

校
最
後
の一年
を
、
前
よ
り
も
会
話
の
時
間
を
楽
し
み

な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
会
話
す
る
こ
と
を

おっ
く
う
に
感
じ
た
り
、
時
に
は
避
け
た
り
す
る
な
ど
、

消
極
的
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
は
こ
の
「
耳

の
健
康
」
を
取
り
戻
せ
た
こ
と
で
、
何
事
も
前
向
き
に

取
り
組
め
る
「
心
の
健
康
」
も
取
り
戻
せ
た
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
「
心
の
健
康
」
が
、
人

と
の
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
、
触
れ
合
い
を
も
引
き
寄
せ
て
、

私
の
今
の
明
る
い
学
校
生
活
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　私
は
今
回
の
経
験
か
ら
、「
健
康
」
と
は
身
体
の
問

題
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
心
の
健
康
も
共
に
あ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
心
身
共
に
健
康
に
あ
る

こ
と
の
先
に
は
、
人
と
の
関
わ
り
や
豊
か
な
社
会
生
活

が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
こ
れ

か
ら
先
も
健
康
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
将
来
は
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
職
業
に
就
い
て
、
人
と
関
わ

り
な
が
ら
、
心
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

講　　評

鹿
児
島
市
立
皇
徳
寺
中
学
校
三
年
　中
村
　佳
菜

知
事
賞　「ば

あ
ち
ゃ
ん
が
腸
ヘル
ニ
ア
だ
っ
た
み
た
い
で
、
明

日
手
術
す
る
っ
て
。」

母
に
突
然
言
わ
れ
た
そ
の
一
言
に
、
私
は
と
て
も
驚
い

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
前
日
に
祖
母
に
習
字
を
教

え
て
も
ら
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
だ
。
祖
母
は
七
十

歳
だ
が
、
長
年
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い
て
今
は
三

十
人
以
上
の
生
徒
に
硬
筆
と
習
字
を
教
え
て
い
る
。

昨
日
の
祖
母
は
、
普
段
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
見
え
た
。
そ
れ
に
、
祖
母
は
バ
レ
エ
を
し
て
い
る
私

と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
体
も
柔
ら
か
い
し
、
毎
日
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
日
課
だ
っ
た
。

　母
が
そ
ん
な
に
大
き
い
手
術
で
は
な
い
と
言
っ
た
の

で
、
少
し
気
持
ち
は
落
ち
つ
い
た
が
や
は
り
心
配
だ
っ

た
。
次
の
日
は
、
一
日
中
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
。

　手
術
は
成
功
し
、
ほっ
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
入

院
中
に
肺
塞
栓
に
な
っ
た
。
腸
ヘルニ
ア
よ
り
も
危
険
な

状
態
だ
と
聞
き
、
私
は
ひ
ど
く
不
安
に
な
っ
た
。
血
中

の
異
物
が
肺
動
脈
に
つ
ま
っ
た
状
態
だ
そ
う
だ
。
も
し

こ
れ
が
脳
だ
っ
た
ら
脳
梗
塞
に
な
り
、
心
臓
だ
っ
た
ら

心
筋
梗
塞
に
な
る
、
と
て
も
重
篤
な
病
気
だ
。
手
術

後
に
ベッ
ド
で
寝
た
き
り
の
時
間
が
続
い
た
の
が
原
因
ら

し
い
。
幸
い
祖
母
は
肺
だ
っ
た
こ
と
、
看
護
師
さ
ん
に
す

ぐ
に
処
置
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
薬
と
点

滴
で
治
す
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
心
底
ほっ
と
し
た
。

　十
日
程
度
と
聞
い
て
い
た
入
院
は
、
一ヶ
月
を
超
え

た
。
今
、
私
は
以
前
の
よ
う
に
祖
母
に
習
字
を
教
わ
っ

て
い
る
。
突
然
の
祖
母
の
入
院
で
私
の
健
康
に
対
す
る

認
識
は
変
わ
っ
た
。
ど
ん
な
に
元
気
で
あ
っ
て
も
、
た
っ

た
一つ
の
小
さ
な
病
気
や
け
が
で
、
命
に
関
わ
る
大
き

な
病
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
健
康
で
何
事
も
な
く
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
痛
感
し
た
。

　私
は
こ
の
出
来
事
を
通
し
て
、
以
前
よ
り
さ
ら
に

健
康
的
な
生
活
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

中
で
も
特
に
私
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　一つ
は
、
運
動
に
積
極
的
に
取
り
く
む
こ
と
だ
。
運

動
不
足
が
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
な
る
こ
と
は
既
に

知
っ
て
い
た
が
、
運
動
を
行
う
こ
と
で
骨
密
度
が
高
く

な
る
こ
と
を
新
た
に
知
っ
た
。
骨
を
強
く
す
る
こ
と
は

け
が
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
運
動
は
病
気

も
け
が
も
予
防
で
き
る
と
分
かっ
た
。
運
動
は
健
康
に

必
要
不
可
欠
だ
と
改
め
て
感
じ
た
の
で
、
運
動
を
習

慣
づ
け
て
い
き
た
い
。

　も
う
一つ
は
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
だ
。
保
健

体
育
で
、
睡
眠
不
足
は
抵
抗
力
の
低
下
に
つ
な
が
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
は
骨
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
睡
眠
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
知
っ
た
。
抵
抗
力
が
低
下
す
る
と
感
染
症
に

か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
、
毎
日
十
分
な
睡
眠
が
と

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　自
分
や
家
族
が
健
康
な
と
き
は
、
健
康
で
い
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

し
か
し
、
病
気
や
け
が
は
い
つ
誰
に
お
そ
っ
て
く
る
か

分
か
ら
な
い
。
小
さ
な
こ
と
か
ら
大
き
な
病
に
な
る
こ

と
も
あ
る
が
、
小
さ
な
努
力
で
大
き
な
病
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
る
は
ず
だ
。

と
も
で
き
る
は
ず
だ
。

講　　評

南
九
州
市
立
青
戸
小
学
校
六
年
　飯
伏
　夢

知
事
賞　私

は
、
週
に
二
回
、
空
手
を
習
っ
て
い
ま
す
。
主
に
、

型
や
組
み
手
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
組
み
手
で
は
、

激
し
く
こ
ぶ
し
で
突
か
れ
た
り
、
け
り
を
入
れ
ら
れ
た

り
し
て
、
青
タ
ン
が
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

骨
を
折
る
ほ
ど
の
大
け
が
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　し
か
し
、
体
育
の
サ
ッ
カ
ー
の
授
業
中
に
、
思
いっ
き

り
ボ
ー
ル
を
け
っ
た
つ
も
り
が
、
友
だ
ち
の
す
ね
を
け
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
友
だ
ち
が
痛
がっ
て
、そ
の
場
に
し
ゃ

が
み
込
ん
で
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　私
は
、「
ご
め
ん
ね
」を
言
い
に
、近
づ
こ
う
と
し
た
ら
、

今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
痛
み
が
つ
ま
先
に
あ
り

ま
し
た
。
結
局
、
二
人
と
も
保
健
室
に
行
き
、
し
ば
ら

く
氷
で
冷
や
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
友
だ
ち
は
、
し
ば

ら
く
し
て
、
授
業
に
戻
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
し
び
れ

と
は
れ
が
ひ
ど
かっ
た
の
で
、
給
食
時
間
も
保
健
室
で

冷
や
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
は
れ
方
と
痛
み
か
ら
、「
も

し
か
し
て
、
骨
、
折
れ
て
る
か
も
…
」
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、母
に
む
か
え
に
来
て
も
ら
い
、

車
で
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
、
様
子

を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
痛
み
と
は
れ
は
お
さ

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　次
の
日
に
、
近
く
の
病
院
に
行
き
、
は
じ
め
て
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
も
ら
う
と
、
左
足
の
親
指
の
第一関

節
の
所
が
、
た
て
に
割
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

心
の
中
で
、「
ど
お
り
で
痛
い
は
ず
よ
ね
。」
と
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
四
週
間
、
ど
う
やっ
て
過

ご
そ
う
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
骨
を
折
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、
登
下
校
は
両
親
に
車
で
送
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
朝
は
、父
に
送
っ
て
も
ら
い
、帰
り
は
、

母
に
む
か
え
に
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
両
親
だ
け
で
は

な
く
、
友
だ
ち
に
も
心
配
と
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
友
だ
ち
と一緒
に
登
下
校
も
で
き
な
く
な
り
、一

緒
に
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
な
く
て
、
と
て
も
つ
ら
い
時
間
で

し
た
。
友
だ
ち
は
、
私
が
で
き
な
い
こ
と
を
代
わ
り
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　け
が
を
し
た
こ
と
は
、
自
分
や
家
族
に
と
っ
て
、
マ
イ

ナ
ス
な
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と

で
、
友
だ
ち
の
優
し
さ
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

友
だ
ち
の
いい
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
り
す
る
と
い
う
プ
ラ

ス
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
け
が
を
す
る
ま
で
は
気
づ

か
な
かっ
た
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
い
か
に
、
普
通
に
過
ご
せ
る
こ
と
が
す
ご
い
こ
と
か
。」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　け
が
や
病
気
を
し
た
時
だ
け
、
健
康
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
る
の
で
は
な
く
、
健
康
で
い
る
今
を
大
事
に
過

ご
す
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
、
け
が
を
し
な
い
よ

う
に
準
備
運
動
を
し
っ
か
り
し
た
り
、
危
険
予
知
能
力

を
高
め
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
病
気

の
予
防
と
し
て
、
普
段
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
や
帰
宅

後
の
手
洗
い
う
が
い
な
ど
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
け
が
や
病
気
を
し
て
い
る
人
に
対
し
て

優
し
い
心
で
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

講　　評

姶
良
市
（一般
）
　宇
宿
　ア
ヤ
子

知
事
賞　「十

一
月
十
日
の
大
腸
が
ん
検
診
の
結
果
、
精
密
検

査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
下
さ
い
」
と
封
書
が
送
ら
れ
て
き
た
の
は
、
十
二

月
二
十
日
を
過
ぎ
て
い
た
。
ま
あ
正
月
を
済
ま
せ
て
か

ら
と
受
診
を
の
ば
し
た
。一月
に
な
っ
た
ら
、
二
月
三
日

の
上
京
の
予
定
が
済
ん
で
か
ら
に
し
よ
う
と
ま
た
先
送

り
し
た
。

　二
月
末
の
予
約
が
と
れ
た
。
三
月
三
日
に
結
果
が
で

た
。
医
師
は
「
大
腸
が
ん
で
す
。
切
っ
て
と
っ
て
も
ら
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
静
か
に
宣
告
し
た
。
私
は
言
葉

を
失
い
、
静
か
に
入
院
予
約
を
依
頼
し
た
。

　毎
年
の
市
の
検
診
は
受
け
て
い
る
し
、
精
密
が
言
っ

て
く
れ
ば
す
ぐ
に
受
診
し
て
い
た
の
に
、
今
回
に
限
っ
て

時
間
を
お
い
た
。こ
れ
と
いっ
た
自
覚
症
状
は
な
かっ
た
。

少
し
痔
が
あ
る
な
と
思
っ
て
い
た
の
は
癌
だ
っ
た
の
か
。

潔
く
癌
を
受
け
入
れ
て
手
術
の
日
を
待
っ
て
い
る
自
分

と
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
な
く
て
い
ら
い
ら
し
て
い
る
時

間
が
交
錯
し
は
じ
め
た
。
ど
う
し
て
十
二
月
に
受
診
を

し
な
かっ
た
の
か
と
自
分
を
責
め
る
。
受
診
ま
で
の
こ

の
間
に
、
癌
は
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
た
の
で
は
な
い
か
、

入
院
ま
で
の
こ
の
十
二
日
間
に
悪
化
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
が
募
り
だ
し
た
。
入
院
を
早
く
し
て

も
ら
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
か
と
思
っ
た
が
「
順
番
で

す
か
ら
」と
言
わ
れ
る
な
と
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
た
。

　夫
は
図
書
館
に
行
き
、
パ
ソ
コ
ン
で
大
腸
が
ん
の
情

報
を
集
め
て
「
大
腸
が
ん
は
癌
の
中
で
も
最
も
や
り
や

す
い
そ
う
だ
。
長
い
腸
の
そ
の
部
分
だ
け
を
切
っ
て
捨
て

れ
ば
いい
そ
う
だ
ぞ
」
と
い
う
。「
霧
島
神
宮
に
お
参
り

し
て
、
そ
の
先
に
あ
る
そ
ば
を
食
べ
に
い
こ
う
」「
イ
オ

ン
で
な
に
か
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
こ
よ
う
」
と
あ
れ

こ
れ
持
ち
掛
け
て
く
る
。
私
の
気
持
ち
を
紛
ら
そ
う
と

し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
ぶ
し
ぶ
従
っ
た
。
癌
と
食
事

に
つい
て
ご
馳
走
は
よ
く
な
い
、
反
対
に
食
事
が
大
事
と

い
う
説
を
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
が
今
は
ど
う
で
も
いい
。

　家
の
中
に
い
て
も
じ
っ
と
し
て
お
れ
な
い
。
タ
ン
ス
の
整

理
を
始
め
る
。
税
の
申
告
の
仕
方
を
夫
に
伝
え
る
。
保

険
の
書
類
を
整
理
す
る
。
三
、
四
月
に
予
定
の
ボ
ラ
ン

ティ
ア
は
社
協
に
肩
代
り
を
依
頼
す
る
。

　役
員
を
し
て
い
る
の
は
放
免
し
て
も
ら
う
。
趣
味
の

ダ
ン
ス
の
仲
間
に
は
、
入
院
手
術
し
て
く
る
ね
と
再
起

を
誓
っ
て
い
る
よ
う
に
明
る
く
話
し
て
い
た
私
。

　入
院
に
あ
わ
せ
て
帰
郷
し
た
息
子
た
ち
が
、
主
治
医

の
説
明
に
た
ち
あ
っ
た
り
、
夫
の
食
事
の
配
食
の
手
配

を
し
た
り
と
奔
走
し
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
頃
は
立
派

な
癌
患
者
だ
っ
た
。

　手
術
が
終
わ
り
、ベッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
る
私
に
「
手

術
前
は
す
ご
く
険
し
い
顔
を
し
て
い
た
よ
。
今
が
本
来

の
お
母
さ
ん
ら
し
い
よ
」
と
ほっ
と
し
た
笑
顔
で
声
を
か

け
て
く
れ
た
。

　す
べ
て
は
精
密
受
診
を
早
く
し
な
かっ
た
事
が
騒
動

の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。
十
二
月
中
に
受
診
を
し
て
お
れ

ば
こ
れ
程
混
乱
し
た
り
、
後
悔
も
し
な
かっ
た
か
も
と

思
う
。
癌
の
ス
テ
ー
ジ
は
Ⅰ
だ
っ
た
。

　検
診
は
受
け
る
べ
し
。
精
密
検
査
は
早
く
す
べ
し
。

と
い
う
教
訓
を
再
認
識
し
た
経
験
だ
っ
た
。

講　　評
この作品は、書き出し
から結びまで作者の
貴重な体験が綴られ
ていて、どれもこれも
貴重な教訓である。ご
主人の温かい配慮も
心に残る優れた作品
である。

初めて知る健康のあり
がたさ、両親への感謝
の気持ち。不自由な４
週間で多くのことを学
んだと、飯伏君は文に
綴っている。生き生き
と表現している秀作で
ある。

運動に積極的に取り組
むこと。睡眠をしっかり
とること。これらのこと
に努力したいと健康へ
の意識を高めている作
者。おばあさんの実例
をもとに考察した力作
である。

まとめの段落が心を打
つ。私はこれから先も
健康であることを大切
にし、将来は社会に貢
献できる職業に就い
て、人と関わりながら、
心豊かな人生を歩いて
いきたいと結んでい
る。高校生らしい質の
高い滋味のある秀作
である。
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「
心
豊
か
な
人
生
を
歩
む
た
め
に
」

「
祖
母
の
入
院
」

「
健
康
で
あ
る
こ
と
」

「
精
密
受
診
は
早
く
す
る
こ
と
」

な
か 

む
ら
　
　
　  

か
　 な

い
　ぶ
し
　
　
　ゆ
め

お
ち 

あ
い
　
　
　  

な
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に
面
し
た
約
40
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に
も
及
ぶ
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や
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や
釣
り
の
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カ
と
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、
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く
の
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光
客
が
訪
れ
ま
す
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温
暖
な
気
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を
利
用
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た
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業
や
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業
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。
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数
多
く

の
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鮮
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や
加
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品 
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ア
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久
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は
、
鹿
児
島
県
北
西
部
に

位
置
し
、
北
部
は
黒
之
瀬
戸
を
隔
て
長

島
町
と
接
し
、
東
部
は
出
水
市
、
南
部

は
薩
摩
川
内
市
と
接
し
て
い
ま
す
。
東

ま
い
ネ
自
然
だ
ネ
」
の

統
一
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
に

向
け
て
出
荷
し
て
い
ま

す
。
総
人
口
は
年
々
減

少
傾
向
で
、
平
成
29
年

８
月
末
日
現
在
２
万
１

１
３
１
人
、
高
齢
化
率

39·

０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
阿
久
根
市
の
出
生

数
は
１
３
７
人
、
死
亡

数
３
８
８
人
、
出
生
率

６·

５
、
死
亡
率
18·

４
、

自
然
増
加
率
マ
イ
ナ
ス
11

·

９
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
増
進
課
の
国
保

係
に
は
事
務
職
６
名
、

保
健
師
１
名
、
レ
セ
プ
ト
点
検
員
（
嘱

託
）
２
名
、
訪
問
看
護
師
（
嘱
託
）
１

名
の
計
10
名
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
現
在
、Ｊ
Ａ
鹿
児
島

県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
、
集
団
健
診
形
式
で
年
１
回
（
平
成

29
年
度
は
17
日
間
）
各
地
区
の
公
民
館

等
で
行
っ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
の
無

料
化
や
日
程
の
う
ち
約
３
分
の
１
は
休

日
（
土
・
日
）
に
行
う
な
ど
工
夫
し
て

い
ま
す
が
、
毎
年
の
受
診
者
数
は
横
ば

い
で
す
。

特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
た
め
に

未
受
診
者
対
策
を
実
施

　
今
年
度
は
、
集
団
健
診
前
に
保
健
推

進
員
及
び
区
長
さ
ん
を
交
え
て
の
保
健

推
進
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

『
地
域
の
特
定
健
診
受
診
率
を
上
げ
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
』
と
い

う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
話
し
合
い
の
中
で
、
集
団
健
診
だ

か
ら
こ
そ
良
い
こ
と
も
あ
る
！
と
い
う
意

見
も
あ
り
、「
友
人
と
声
を
掛
け
合
い

毎
年
一
緒
に
受
診
し
て
い
る
」「
特
定
健

診
と
同
時
に
が
ん
検
診
も
受
け
ら
れ
る
」

「
つ
い
で
に
受
け
た
が
ん
検
診
で
早
期
が

ん
が
見
つ
かっ
た
」な
ど
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
方
か
ら
も
「
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
な
っ
た
！
」「
早
期
が
ん
が
見
つ

か
り
、
今
こ
う
し
て
元
気
で
い
ら
れ
る
の

も
が
ん
検
診
を
受
け
た
か
ら
だ
よ
！
」

な
ど
、
地
域
の
生
の
声
を
届
け
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
集
団
健
診
未
受
診
者
で
、
か
か
り
つ

け
医
で
生
活
習
慣
病
の
受
診
歴
が
あ
る

方
に
対
し
て
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
方
法
は
、
集
団
健
診
が
終
わ
っ

た
秋
頃
か
ら
情
報
提
供
票
の
送
付
と
電

話
勧
奨
で
す
。
未
受
診
の
理
由
は
、「
普

段
か
ら
か
か
り
つ
け
医
で
定
期
検
査
を

受
け
て
い
る
か
ら
」
が
殆
ど
で
す
。
対
象

者
か
ら
は
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
の

た
め
に
「
そ
こ
ま
で
し
な
い
と
い
け
な
い

の
か
？
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、

国
保
財
政
状
況
や
特
定
健
診
受
診
率
の

目
標
値
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
説

明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
ご
理
解
ご
協

力
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
阿
久
根
市
の
平
成
27
年
度
の
特
定
健

診
受
診
率
は
33·

８
％
と
国
の
目
標
に
は

程
遠
い
状
況
で
す
。
今
後
は
、
国
保
被

保
険
者
が
受
診
し
や
す
い
体
制
づ
く
り

と
国
保
事
務
担
当
と
地
区
担
当
保
健
師

が
密
に
連
携
し
未
受
診
者
対
策
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
む

　
阿
久
根
市
は
、
平
成
28
年
度
に
デ
ー

タ
ヘル
ス
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
糖
尿
病
患
者
の
割
合
が
高
い
こ

と
、
そ
し
て
透
析
患
者
数
が
多
い
こ
と

が
分
か
り
、
こ
の
制
度
の
ね
ら
い
で
あ
る

加
入
者
の
糖
尿
病
及
び
糖
尿
病
性
腎
症

の
重
症
化
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
糖
尿
病
管
理
台
帳
を
作
成
す
る
中

で
、
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
若
い
人
ほ
ど
重
症
化
し
や
す
く

心
臓
病
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
方

が
多
い
こ
と
。
治
療
中
だ
が
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
７·

０
％
以
上
を
推
移
し
て
い
る
方
が

多
い
こ
と
。
高
血
糖
が
数
年
続
い
て
い
る

が
、
内
服
を
中
断
し
て
い
る
方
が
い
る
こ

と
で
す
。
特
に
、
特
定
保
健
指
導
の
対

象
と
な
ら
な
い
内
服
中
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者

へ
の
保
健
指
導
の
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
保
健
指
導
で
は
、

「
ち
ょっ
と
、
血
糖
値
が
高
い
で
す
ね…

」

で
、
終
わ
ら
せ
ず
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
長
期
間
放
置
す
る
と
イ
ン
ス

リ
ン
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に
大
量
に
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段
々
と
イ
ン

ス
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り
血
糖
値
が
下
が
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糖
尿
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に
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血
糖
コ
ン
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ー
ル
が
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か
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い
と
約
10
年

で
糖
尿
病
性
網
膜
症
や
糖
尿
病
性
腎
症

（
人
工
透
析
）、
糖
尿
病
性
神
経
障
害
に

な
る
可
能
性
を
個
人
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検
査
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を
も

と
に
体
内
で
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こ
っ
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

含
め
、
保
健
指
導
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
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が
入
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初
、
国
民
病
と
言

わ
れ
始
め
た
糖
尿
病
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増
え
つ
つ
あ
る
背

景
に
、
飽
食
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運
動
不
足
、
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ス
な
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さ
ま
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。
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振
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返
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、
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が
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を

感
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ら
れ
る
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事
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に
取
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で
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ま
す
。
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係
の
体
制

特
定
健
診･

特
定
保
健
指
導
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指
導
の
強
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が
重
要

保健推進員研修では、地域の特定健診受診率を
上げるためのグループワークを実施

参加者からは「行政の方からも地域の
生の声も届けてほしい」という要望も

阿久根市健康増進課　国保係　保健師 小田　洋子

住民の健康と幸せのお手伝いに
やりがいを感じられるような
保健事業に取り組んでいきたい

阿久根市健康増進課国保係の職員のみなさん（筆者前列右から 2番目）
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の
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
保
健
指
導
で
は
、

「
ち
ょっ
と
、
血
糖
値
が
高
い
で
す
ね…

」

で
、
終
わ
ら
せ
ず
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
長
期
間
放
置
す
る
と
イ
ン
ス

リ
ン
を
先
に
大
量
に
使
い
、
段
々
と
イ
ン

ス
リ
ン
が
少
な
く
な
り
血
糖
値
が
下
が

ら
ず
糖
尿
病
に
な
る
こ
と
。
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
約
10
年

で
糖
尿
病
性
網
膜
症
や
糖
尿
病
性
腎
症

（
人
工
透
析
）、
糖
尿
病
性
神
経
障
害
に

な
る
可
能
性
を
個
人
の
検
査
結
果
を
も

と
に
体
内
で
起
こ
っ
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

含
め
、
保
健
指
導
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
が
入
庁
し
た
当
初
、
国
民
病
と
言

わ
れ
始
め
た
糖
尿
病
が
増
え
つ
つ
あ
る
背

景
に
、
飽
食
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
今
、

時
代
が
求
め
て
い
る
私
た
ち
の
保
健
師
の

活
動
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
振
り
返
り
、

必
要
性
を
見
極
め
、
評
価
し
、
住
民
の

健
康
と
幸
せ
の
お
手
伝
い
に
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
保
健
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保健師ルポ
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち
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集団健診の様子。年１回各地区の公民館等で実施

統一ブランド

国
保
係
の
体
制

特
定
健
診･

特
定
保
健
指
導

保
健
指
導
の
強
化
が
重
要

保健推進員研修では、地域の特定健診受診率を
上げるためのグループワークを実施

参加者からは「行政の方からも地域の
生の声も届けてほしい」という要望も

阿久根市健康増進課　国保係　保健師 小田　洋子

住民の健康と幸せのお手伝いに
やりがいを感じられるような
保健事業に取り組んでいきたい

阿久根市健康増進課国保係の職員のみなさん（筆者前列右から 2番目）



認
知
症
の
正
し
い
知
識
の
普
及

と
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
る

　錦
江
町
は
、
大
隅
半
島
西
部
に
あ
っ

て
、
海
岸
線
か
ら
は
、
錦
江
湾
を
隔

て
正
面
に
開
聞
岳
、
そ
し
て
桜
島
と
、

錦
江
湾
全
体
が
一
望
で
き
る
。
ま
た
、

花
瀬
川
の
千
畳
敷
は
絶
景
で
、
そ
の

ほ
か
、
特
産
品
の
お
茶
、
い
ち
ご
、
ば

れ
い
し
ょ
、
大
根
な
ど
道
の
駅
「
に
し

き
の
里
」
で
新
鮮
な
も
の
が
購
入
で

き
る
。

　そ
の
錦
江
町
で
は
、
平
成
29
年
４

月
時
点
の
高
齢
化
率
が
、
県
内
第
２

位
の
42
・
７
％
と
高
く
、
高
齢
者
の

実
態
把
握
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

認
知
症
の
予
防
や
支
援
を
強
化
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
最
も
多
く
、
そ
の

ほ
か
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
か
心
配
、

な
っ
た
時
の
対
応
が
わ
か
ら
な
い
等
、

認
知
症
に
対
す
る
関
心
が
と
て
も
高

く
、
不
安
感
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
、
事
業
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　「認
知
症
の
支
援
体
制
を
整
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
た
の
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
で
す
」
そ
う
話
す
の
は
、
同

町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
永
濱
あ
け
み

保
健
師
。

　ま
ず
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
活
動
及
び
高
齢
者
の
集
え

る
場
と
し
て
、
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
に

協
力
し
、
サ
ロ
ン
に
出
向
い
て
の
講
話

を
行
っ
て
い
る
。

　そ
し
て
、
認
知
症
を
理
解
し
た
う

え
で
見
守
る
活
動
と
し
て
、
役
場
職

員
、
警
察
、
郵
便
局
等
へ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
実
施
や
徘
徊
の
お
そ
れ

が
あ
る
人
を
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

徘
徊
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
人
か
ら

情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
早

目
の
対
応
が
で
き
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　ま
た
、
家
族
会
を
月
１
回
設
け
、

認
知
症
の
介
護
に
つ
い
て
の
学
習
や
ス

ト
レ
ス
解
消
の
運
動
を
行
い
、
介
護
を

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
経
験
す
る
苦
労
や

思
い
を
話
せ
る
場
と
し
て
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
い
う
。

効
果
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　永
濱
あ
け
み
保
健
師
は
、「
平
成

28
年
度
よ
り
肝
属
郡
医
師
会
病
院
に

委
託
し
て
、
早
い
段
階
で
の
個
人
へ
の

支
援
の
強
化
と
し
て
、
医
療
、
介
護
、

家
族
が一
緒
に
話
合
い
、
医
療
受
診
や

生
活
支
援
を
行
う
、『
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
』
と
い
う
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
今
年
度

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
ゲ
ー
ム

感
覚
で
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
教

室
も
実
施
す
る
予
定
」
と
話
す
。

　高
齢
化
率
県
内
第
２
位
の
錦
江
町

で
は
、
長
生
き
し
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と
し
て
、「
元

気
高
齢
者
率
日
本
一
」
を
目
指
し
て
い

る
。

「
元
気
高
齢
者
率
日
本
一
」を
目

指
す
取
り
組
み

　こ
の
日
訪
れ
た
田
代
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、「
認
知
症
予
防
教
室
」

の
第
１
回
目
、
開
講
式
と
教
室
の
説

明
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
１
人

ず
つ
認
知
症
に
つ
い
て
の
問
診
が
行
な

わ
れ
た
後
は
、
脳
活
性
化
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
体
操
。
こ
の
体
操
は
、
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
と
い
う
認
知
症
の
予
防
改
善
を

目
的
と
し
た
脳
と
体
を
同
時
に
使
う

体
操
で
、
動
き
な
が
ら
し
り
と
り
を

行
っ
た
り
、
足
踏
み
を
し
な
が
ら
手
を

叩
い
た
り
、
２
つ
以
上
の
こ
と
を
同
時

に
行
う
体
操
で
あ
る
。

　教
室
は
、
９
月
か
ら
12
月
の
間
、

週
に
１
回
、
合
計
10
回
開
催
さ
れ
、

肝
属
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域

支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
鹿
屋
市
の
池
田

病
院
の
協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い

る
。
教
室
で
行
う
内
容
は
、
月
ご
と

に
替
わ
り
、
地
域
マッ
プ
作
り
、
私
の

ア
ル
バ
ム
、
認
知
症
予
防
に
よ
い
食
事

の
レ
シ
ピ
や
旅
行
の
計
画
を
自
分
た
ち

で
考
え
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今

ま
で
認
知
症
予
防
教
室
を
実
施
し
て

き
て
、
参
加
者
か
ら
は
『
頭
が
す
っ
き

り
す
る
』『
も
の
忘
れ
が
減
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
』、
そ
し
て
何
よ
り
『
楽

し
かっ
た
』
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
、

1転倒に気をつけながらコグニラダーに挑戦する参加者　2一人ずつ認知症についての問診を受ける
3脳活性化トレーニングの体操を楽しむ参加者

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

市町村の取り組み

認
知
症
支
援
体
制
事
業

錦
江
町

　
高
齢
化
率
が
県
内
第
２
位
と
高
く
、
そ
れ
に
伴
い
認
知
症
の
罹
患
率
も
高
い
傾
向

に
あ
る
錦
江
町
。
本
人
や
家
族
、
地
域
が
認
知
症
に
対
し
て
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
、
適
切
な
対
応
が
と
れ
る
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
錦
江
町
の
「
認

知
症
支
援
体
制
事
業
」
を
紹
介
す
る
。

1
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担当者よりひとこと！

錦江町包括支援センター
保健師　永濱　あけみ
錦江町包括支援センター

認知症施策はまだまだ
これからです。
認知症予防対策も含め
た在宅での医療、介護
の連携がますます重要
になると考えていま
す。

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

　コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
が
開
発
し
た
運
動
と
認
知
課
題
（
計
算
、

し
り
と
り
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
た
、
認
知
症
予

防
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
の
総
称
を
表
し
た
造

語
で
す
。
英
語
のcognition (

認
知) 

とexercise 
(

運
動) 

を
組
み
合
わ
せ
てcognicise

（
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
）
と
言
い
ま
す
。

基本

応用

1マスに 4歩ずつ
（①～⑧の繰り返し）

②～⑤を外に出す

約 45cm

約 65cm

②

①

④

③

⑥

⑤

⑧

⑦

②

①

④

③

⑥

⑤

⑧

⑦

基本形で 1～8 の繰り返しを覚えてから、応用編の「２と５」を外に出すをやってみよう。慣れてきたら、転倒に気を付けながら少
しずつ足の動きを早くしてみよう。また、「３.４.７.８」を外に出すや「３.６」を外に出すなど、色んな数字で足を出すのにチャレン
ジしてみましょう。組み合わせ次第で色んな楽しみ方ができます。
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コ
グ
ニ
ラ
ダ
ー



認
知
症
の
正
し
い
知
識
の
普
及

と
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
る

　錦
江
町
は
、
大
隅
半
島
西
部
に
あ
っ

て
、
海
岸
線
か
ら
は
、
錦
江
湾
を
隔

て
正
面
に
開
聞
岳
、
そ
し
て
桜
島
と
、

錦
江
湾
全
体
が
一
望
で
き
る
。
ま
た
、

花
瀬
川
の
千
畳
敷
は
絶
景
で
、
そ
の

ほ
か
、
特
産
品
の
お
茶
、
い
ち
ご
、
ば

れ
い
し
ょ
、
大
根
な
ど
道
の
駅
「
に
し

き
の
里
」
で
新
鮮
な
も
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が
購
入
で

き
る
。

　そ
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錦
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で
は
、
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成
29
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４

月
時
点
の
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齢
化
率
が
、
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内
第
２

位
の
42
・
７
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と
高
く
、
高
齢
者
の

実
態
把
握
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

認
知
症
の
予
防
や
支
援
を
強
化
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
最
も
多
く
、
そ
の

ほ
か
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
か
心
配
、

な
っ
た
時
の
対
応
が
わ
か
ら
な
い
等
、

認
知
症
に
対
す
る
関
心
が
と
て
も
高

く
、
不
安
感
が
強
い
と
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う
こ
と
が
わ

か
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、
事
業
の
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組
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を
始
め
た
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知
症
の
支
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体
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を
整
え
る
と

こ
ろ
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ら
始
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の
は
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平
成
26
年

度
か
ら
で
す
」
そ
う
話
す
の
は
、
同

町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
永
濱
あ
け
み

保
健
師
。

　ま
ず
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
活
動
及
び
高
齢
者
の
集
え

る
場
と
し
て
、
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
に

協
力
し
、
サ
ロ
ン
に
出
向
い
て
の
講
話

を
行
っ
て
い
る
。

　そ
し
て
、
認
知
症
を
理
解
し
た
う

え
で
見
守
る
活
動
と
し
て
、
役
場
職

員
、
警
察
、
郵
便
局
等
へ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
実
施
や
徘
徊
の
お
そ
れ

が
あ
る
人
を
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

徘
徊
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
人
か
ら

情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
早

目
の
対
応
が
で
き
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　ま
た
、
家
族
会
を
月
１
回
設
け
、

認
知
症
の
介
護
に
つ
い
て
の
学
習
や
ス

ト
レ
ス
解
消
の
運
動
を
行
い
、
介
護
を

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
経
験
す
る
苦
労
や

思
い
を
話
せ
る
場
と
し
て
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
い
う
。

効
果
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　永
濱
あ
け
み
保
健
師
は
、「
平
成

28
年
度
よ
り
肝
属
郡
医
師
会
病
院
に

委
託
し
て
、
早
い
段
階
で
の
個
人
へ
の

支
援
の
強
化
と
し
て
、
医
療
、
介
護
、

家
族
が一
緒
に
話
合
い
、
医
療
受
診
や

生
活
支
援
を
行
う
、『
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
』
と
い
う
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
今
年
度

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
ゲ
ー
ム

感
覚
で
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
教

室
も
実
施
す
る
予
定
」
と
話
す
。

　高
齢
化
率
県
内
第
２
位
の
錦
江
町

で
は
、
長
生
き
し
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と
し
て
、「
元

気
高
齢
者
率
日
本
一
」
を
目
指
し
て
い

る
。

「
元
気
高
齢
者
率
日
本
一
」を
目

指
す
取
り
組
み

　こ
の
日
訪
れ
た
田
代
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、「
認
知
症
予
防
教
室
」

の
第
１
回
目
、
開
講
式
と
教
室
の
説

明
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
１
人

ず
つ
認
知
症
に
つ
い
て
の
問
診
が
行
な

わ
れ
た
後
は
、
脳
活
性
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ト
レ
ー
ニ
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グ
の
体
操
。
こ
の
体
操
は
、
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
と
い
う
認
知
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の
予
防
改
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を

目
的
と
し
た
脳
と
体
を
同
時
に
使
う

体
操
で
、
動
き
な
が
ら
し
り
と
り
を

行
っ
た
り
、
足
踏
み
を
し
な
が
ら
手
を

叩
い
た
り
、
２
つ
以
上
の
こ
と
を
同
時

に
行
う
体
操
で
あ
る
。

　教
室
は
、
９
月
か
ら
12
月
の
間
、

週
に
１
回
、
合
計
10
回
開
催
さ
れ
、

肝
属
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域

支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
鹿
屋
市
の
池
田

病
院
の
協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い

る
。
教
室
で
行
う
内
容
は
、
月
ご
と

に
替
わ
り
、
地
域
マッ
プ
作
り
、
私
の

ア
ル
バ
ム
、
認
知
症
予
防
に
よ
い
食
事

の
レ
シ
ピ
や
旅
行
の
計
画
を
自
分
た
ち

で
考
え
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今

ま
で
認
知
症
予
防
教
室
を
実
施
し
て

き
て
、
参
加
者
か
ら
は
『
頭
が
す
っ
き

り
す
る
』『
も
の
忘
れ
が
減
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
』、
そ
し
て
何
よ
り
『
楽

し
かっ
た
』
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
、

1転倒に気をつけながらコグニラダーに挑戦する参加者　2一人ずつ認知症についての問診を受ける
3脳活性化トレーニングの体操を楽しむ参加者

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

市町村の取り組み

認
知
症
支
援
体
制
事
業

錦
江
町

　
高
齢
化
率
が
県
内
第
２
位
と
高
く
、
そ
れ
に
伴
い
認
知
症
の
罹
患
率
も
高
い
傾
向

に
あ
る
錦
江
町
。
本
人
や
家
族
、
地
域
が
認
知
症
に
対
し
て
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
、
適
切
な
対
応
が
と
れ
る
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
錦
江
町
の
「
認

知
症
支
援
体
制
事
業
」
を
紹
介
す
る
。
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錦江町包括支援センター
保健師　永濱　あけみ
錦江町包括支援センター

認知症施策はまだまだ
これからです。
認知症予防対策も含め
た在宅での医療、介護
の連携がますます重要
になると考えていま
す。

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

　コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
が
開
発
し
た
運
動
と
認
知
課
題
（
計
算
、

し
り
と
り
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
た
、
認
知
症
予

防
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
の
総
称
を
表
し
た
造

語
で
す
。
英
語
のcognition (

認
知) 

とexercise 
(

運
動) 

を
組
み
合
わ
せ
てcognicise

（
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
）
と
言
い
ま
す
。

基本

応用

1マスに 4歩ずつ
（①～⑧の繰り返し）

②～⑤を外に出す

約 45cm

約 65cm

②

①

④

③

⑥

⑤

⑧

⑦

②

①

④

③

⑥

⑤

⑧

⑦

基本形で 1～8 の繰り返しを覚えてから、応用編の「２と５」を外に出すをやってみよう。慣れてきたら、転倒に気を付けながら少
しずつ足の動きを早くしてみよう。また、「３.４.７.８」を外に出すや「３.６」を外に出すなど、色んな数字で足を出すのにチャレン
ジしてみましょう。組み合わせ次第で色んな楽しみ方ができます。

1213

コ
グ
ニ
ラ
ダ
ー




